
人口の動き
――8月１日現在――
男 3,976（＋5）
女 4,038（＋10）
計 8,014（＋15）
世帯数 2,282（＋1）
（ ）は前月比較
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五
市
町
村
長
が
合
併
協
定

に
署
名

十
日
町
広
域
圏
合
併
五
市
町
村
で

は
七
月
二
十
三
日
、
合
併
の
協
議
が

調
っ
た
こ
と
か
ら
合
併
協
定
調
印
式

を
開
き
、
五
市
町
村
長
が
合
併
協
定

書
に
署
名
し
ま
し
た
。

調
印
式
は
十
日
町
ク
ロ
ス
テ
ン
で

開
か
れ
、
調
印
立
会
い
に
川
上
忠
義

新
潟
県
副
知
事
を
迎
え
、
近
隣
市
町

村
長
、
五
市
町
村
の
議
会
議
員
、
合

併
協
議
会
委
員
、
さ
ら
に
各
種
団
体

合併いよいよ秒読みへ
真剣に考えよう合併について――34

特集

市町村合併の動きが加速度的に展開しています。

７月 23 日に五市町村長が合併協定書に調印した後、28 日には５市町村の議会で配置

分合の議決が行われ、これを受けて、８月５日には五市町村長が県庁に出向いて平山

県知事に合併申請（配置分合申請）を提出しました。

これとは別に、住民による署名活動や住民投票条例制定の請求も行われ、津南町、

中里村、松之山町では三町村による合併協議会設置を求める活動も展開されています。

それらの流れを追ってみました。

署名する山本中里村長（左）、田口町長（中）と滝沢十日町市長（右）

署名した調印書を披露する 5市町村長と県副知事
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長
や
行
政
事
務
嘱
託
員
な
ど
約
四
百

人
の
出
席
の
中
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
初
出
席
予
定
だ
っ
た
平
山
県
知

事
と
地
元
選
出
の
上
村
・
村
松
・
尾

身
の
三
県
議
は
、
七
月
中
旬
に
発
生

し
た
中
越
地
域
を
中
心
と
す
る
集
中

豪
雨
災
害
対
応
の
た
め
、
と
も
に
欠

席
し
ま
し
た
。

式
典
で
は
ま
ず
、
押
木
川
西
町
助

役
が
開
式
の
辞
を
述
べ
た
後
、
滝
沢

十
日
町
市
長
が
、「
新
市
の
名
称
問

題
や
住
民
へ
の
理
解
不
足
な
ど
様
々

な
問
題
も
あ
っ
た
が
、
二
十
数
回
を

数
え
る
協
議
の
中
で
大
勢
が
ま
と
ま

り
、
今
日
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。
今
後
は

地
域
自
治
組
織
な
ど
残
さ
れ
た
課
題

を
解
決
し
て
、
来
年
四
月
一
日
の
合

併
を
目
差
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

続
い
て
関
口
十
日
町
市
助
役
が
合

併
協
議
の
経
過
報
告
を
行
い
、
立
会

人
及
び
来
賓
紹
介
の
後
、
五
市
町
村

長
自
署
に
よ
る
合
併
調
印
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

未
来
志
向
で
新
市
を
つ
く
る

調
印
の
後
、
四
町
村
長
が
あ
い
さ

つ
し
、
田
口
町
長
は
、「
新
し
い
地

域
づ
く
り
の
ス
タ
ー
ト
に
立
っ
た
。

地
方
が
元
気
に
な
る
た
め
に
、
中
央

集
権
か
ら
脱
皮
し
て
分
権
型
社
会
へ

移
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
が
得
意
分
野
を
伸

ば
し
て
地
域
活
動
を
活
性
化
し
、
住

民
が
地
域
内
自
治
を
進
め
る
た
め
の

力
を
つ
け
る
こ
と
が
必
要
だ
。
現
実

を
直
視
し
、
過
去
を
引
き
ず
ら
ず
未

来
志
向
で
新
市
一
丸
と
な
っ
て
歩
み

た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

次
に
山
本
中
里
村
長
は
、「
こ
の

調
印
に
よ
り
、
地
域
活
性
化
の
土
台

が
で
き
た
。様
々
な
不
安
は
あ
る
が
、

夢
の
あ
る
地
域
に
す
る
た
め
に
、
地

域
の
人
た
ち
が
自
ら
考
え
自
ら
実
践

し
て
い
く
社
会
に
し
て
い
き
た
い
」

と
述
べ
、
関
谷
松
代
町
長
は
、「
合

併
を
進
め
る
上
で
、
上
越
地
域
と
十

日
町
地
域
二
つ
の
選
択
肢
が
あ
っ
た

が
、
住
民
の
意
向
調
査
な
ど
の
結
果

こ
の
組
み
合
わ
せ
と
な
っ
た
。
合
併

し
て
よ
か
っ
た
と
い
う
新
市
に
し
た

い
」
と
希
望
を
語
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
病
気
療
養
中
の
佐
藤
松

之
山
町
長
の
職
務
代
理
者
で
あ
る
小

野
塚
松
之
山
町
助
役
が
、「
合
併
は

目
的
で
は
な
く
住
民
生
活
向
上
の
た

め
の
手
段
だ
。
福
祉
や
教
育
な
ど
増

大
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
ど
れ
だ
け
応

え
て
い
く
か
が
重
要
だ
」
と
結
び
ま

し
た
。

そ
の
後
、
祝
辞
・
祝
電
披
露
に
続

き
、
五
市
町
村
議
会
議
長
に
よ
る
万

歳
三
唱
が
行
わ
れ
、
押
木
川
西
町
助

役
に
よ
る
閉
式
の
辞
を
も
っ
て
式
典

を
閉
じ
ま
し
た
。

合
併
の
期
日
は
来
年
四
月

一
日

調
印
式
の
中
で
、
合
併
の
期
日
は

平
成
十
七
年
四
月
一
日
、
合
併
の
方

式
は
新
設
合
併
で
あ
る
こ
と
が
改
め

て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
来
年
四
月
一

日
に
は
、
人
口
六
万
五
、
〇
三
三
人

（
平
成
十
二
年
国
勢
調
査
）
の
新
生

「
十
日
町
市
」
が
誕
生
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

町
議
会
で
市
町
村
の
配
置

分
合
議
案
が
議
決

市
町
村
の
配
置
分
合
は
、
県
知
事

に
申
請
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

が
、
申
請
に
あ
た
り
町
議
会
の
議
決

を
経
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、七
月
二
十
八
日
、

町
臨
時
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
先

に
行
わ
れ
た
合
併
協
定
調
印
を
踏
ま

え
、
市
町
村
合
併
関
連
五
議
案
が
提

案
さ
れ
た
も
の
で
、
す
べ
て
全
員
賛

成
に
よ
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お
り

で
す
。

あいさつする
田口町長

合併いよいよ秒読みへ
真剣に考えよう合併について――34

特集

会場を埋めた参加者

人　　口　（平成 12 年国勢調査） 65,033 人
面　　　　　　　　　　　　　積 592.07㎢

産業構造別就業人口
（平成 12 年国勢調査）

第１次産業 4,741 人
第２次産業 13,587 人
第３次産業 16,785 人

保　　　　　　育　　　　　　所 33 所
小　　　　　　学　　　　　　校 32 校
中　　　　　　学　　　　　　校 10 校
高　　　等　　　学　　　校

新市の状況

5 校
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○
十
日
町
市
、
中
魚
沼
郡
川
西
町
、

同
郡
中
里
村
、
東
頚
城
郡
松
代
町
及

び
同
郡
松
之
山
町
の
配
置
分
合
に
つ

い
て

○
十
日
町
市
、
中
魚
沼
郡
川
西
町
、

同
郡
中
里
村
、
東
頚
城
郡
松
代
町
及

び
同
郡
松
之
山
町
の
配
置
分
合
に
伴

う
財
産
処
分
に
関
す
る
協
議
に
つ
い

て○
十
日
町
市
、
中
魚
沼
郡
川
西
町
、

同
郡
中
里
村
、
東
頚
城
郡
松
代
町
及

び
同
郡
松
之
山
町
の
配
置
分
合
に
伴

う
議
会
議
員
の
定
数
に
関
す
る
協
議

に
つ
い
て

○
十
日
町
市
、
中
魚
沼
郡
川
西
町
、

同
郡
中
里
村
、
東
頚
城
郡
松
代
町
及

び
同
郡
松
之
山
町
の
配
置
分
合
に
伴

う
議
会
議
員
の
定
数
の
特
例
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て

○
十
日
町
市
、
中
魚
沼
郡
川
西
町
、

同
郡
中
里
村
、
東
頚
城
郡
松
代
町
及

び
同
郡
松
之
山
町
の
配
置
分
合
に
伴

う
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員

の
任
期
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

な
お
、
同
日
、
他
の
四
市
町
村
で

も
同
じ
議
案
が
上
程
さ
れ
、
十
日
町

市
が
一
七
対
二
、中
里
村
が
九
対
四
、

松
代
町
が
一
二
対
一
、
松
之
山
町
が

六
対
三
の
賛
成
多
数
で
そ
れ
ぞ
れ
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

県
知
事
に
配
置
分
合
を
申
請

七
月
二
十
八
日
の
五
市
町
村
議
会

で
合
併
関
連
五
議
案
が
一
斉
に
議
決

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、八
月
五
日
、

五
市
町
村
長
は
県
知
事
に
配
置
分
合

の
申
請
を
行
い
ま
し
た
。

今
後
、
県
知
事
は
総
務
大
臣
と
協

議
を
行
い
、県
議
会
に
提
案
し
ま
す
。

県
議
会
の
議
決
に
よ
り
合
併
が
決
定

し
、
決
定
を
し
た
と
き
は
直
ち
に
そ

の
旨
を
総
務
大
臣
に
届
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
総
務
大
臣
は
県
知
事

か
ら
合
併
の
届
出
を
受
理
し
た
と
き

は
そ
の
旨
を
告
示
し
ま
す
。
こ
の
告

示
に
よ
っ
て
合
併
の
効
力
が
生
じ
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
時
期
は
十
一
月

ご
ろ
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

住
民
投
票
条
例
は
否
決

こ
れ
ら
に
先
立
ち
、
六
月
十
八
日

付
け
で
、
請
求
者
か
ら
川
西
町
が
十

日
町
市
、
中
里
村
、
松
代
町
及
び
松

之
山
町
と
合
併
す
る
こ
と
に
つ
い
て

の
可
否
を
問
う
住
民
投
票
条
例
制
定

請
求
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
請
求
を
受
け
て
七
月
七
日
、

町
長
は
「
新
市
建
設
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
お
り
、
十
日
町
広
域
圏
五

市
町
村
の
枠
組
み
で
合
併
の
協
議
を

進
め
、
よ
り
良
い
新
市
を
目
指
す
こ

と
が
最
優
先
で
あ
り
、
現
時
点
で
は

条
例
の
制
定
は
考
え
ら
れ
な
い
」
と

い
う
意
見
書
を
つ
け
て
町
議
会
に
付

議
し
ま
し
た
。

町
議
会
で
は
七
月
十
二
日
、
申
請

人
の
意
見
陳
述
を
聞
い
た
う
え
で
採

決
に
入
り
、
そ
の
結
果
、
賛
成
三
、

反
対
十
四
で
こ
の
住
民
投
票
条
例
案

は
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
五
市
町
村
の
枠
組
み
と
は

別
に
、
津
南
町
、
中
里
村
、
松
之
山

町
の
同
一
請
求
に
よ
る
合
併
協
議
会

設
置
を
求
め
る
住
民
投
票
の
直
接
請

求
も
あ
り
、
有
権
者
の
六
分
の
一
を

は
る
か
に
超
え
る
署
名
簿
提
出
に
よ

る
今
後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。住

民
懇
談
会
が
終
了

一
昨
年
、
昨
年
に
続
き
四
回
目
と

な
る
住
民
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
懇
談
会
は
、
合
併
調
印

前
に
合
併
協
議
の
内
容
、
今
後
の
地

域
づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
住
民
の
皆

様
に
説
明
し
、
意
見
交
換
を
行
う
た

め
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

住
民
懇
談
会
は
七
月
十
三
日
か
ら

住民投票条例制定の議案は賛成少数で否決されました

平山知事に配置分合申請書を手渡す滝沢十日町市長と四町村長

赤谷集落センターでの懇談

配置分合についての議案
は全員賛成で可決
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二
十
一
日
ま
で
、
赤
谷
集
落
セ
ン
タ

ー
を
皮
切
り
に
九
会
場
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
説
明
内
容
、
出
席
者
の
状

況
は
次
の
と
お
り
で
す
。

各
会
場
で
の
質
問
、
意
見
等
は
、

後
日
「
合
併
の
風
」
で
お
知
ら
せ
す

る
予
定
で
す
。

新
し
く
誕
生
す
る
「
十
日
町
市
」
の
市

章
を
制
定
す
る
た
め
、
デ
ザ
イ
ン
を
募
集

し
ま
す
。

【
募
集
す
る
市
章
の
基
準
】

●
「
夢
を
耕
し
つ
づ
け
る
感
動
と
創
造
の

ま
ち
づ
く
り
―
自
立
し
た
市
民
の
知
恵

と
協
働
―
」
と
い
う
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
理
念
を
掲
げ
て
実
現
し
て
い
く
、
新

生
「
十
日
町
市
」
が
目
指
す
将
来
の
姿

「
雪
・
自
然
・
農
が
織
り
な
す
温
も
り

と
躍
動
の
大
地
（
ま
ち
）」
に
ふ
さ
わ

し
い
市
章
で
あ
る
こ
と
。

●
市
旗
や
バ
ッ
ジ
等
に
も
使
用
で
き
る
デ

ザ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
。

●
用
紙
の
地
色
を
含
め
四
色
以
内
と
す

る
。
な
お
、
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン
は
不
可

と
す
る
。

●
自
作
の
未
発
表
作
品
で
あ
る
こ
と
。

●
他
市
章
及
び
他
商
標
等
と
類
似
し
な
い

も
の
で
あ
る
こ
と
。

【
応
募
方
法
】

●
応
募
資
格
は
問
い
ま
せ
ん
。
同
一
人
の

応
募
は
三
点
ま
で
で
す
。

●
募
集
期
間
は
八
月
五
日
（
木
）
〜
九
月

二
十
三
日
（
木
）

●
応
募
用
紙
は
、
専
用
の
応
募
用
紙
又
は

縦
横
十
五
セ
ン
チ
の
枠
を
書
い
た
Ａ
四

サ
イ
ズ
の
白
色
用
紙
を
縦
長
に
使
用

し
、
用
紙
一
枚
に
つ
き
一
作
品
と
し
ま

す
。

●
応
募
に
あ
た
っ
て
は
、「
市
章
」
の
ほ

か
に
「
デ
ザ
イ
ン
の
趣
旨
（
一
五
〇
字

以
内
）」、
応
募
者
の
「
住
所
」
及
び

「
氏
名
」
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
方
法
は
、
郵
送
又
は
持
参
に
限
り

ま
す
。

【
賞
金
】

●
最
優
秀
賞
（
市
章
採
用
作
品
）

一
点
　
　
　
賞
金
　
十
万
円

●
優
秀
賞
（
市
章
候
補
作
品
）

四
点
以
内
　
賞
金
　
一
万
円

【
選
定
方
法
】

協
議
会
の「
新
市
の
市
章
選
定
委
員
会
」

に
お
い
て
、
応
募
作
品
の
中
か
ら
市
章
候

補
作
品
五
点
以
内
を
選
定
し
ま
す
。
そ
の

後
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
経
て
、
協
議
会

で
採
用
作
品
一
点
を
決
定
し
ま
す
。

【
発
表
】

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
紙
等
で
発
表
す

る
と
も
に
、
入
賞
者
に
通
知
し
ま
す
。

【
著
作
権
】

採
用
作
品
に
関
す
る
一
切
の
権
利
は
、

協
議
会
及
び
新
生
「
十
日
町
市
」
に
帰
属

し
ま
す
。

採
用
作
品
の
使
用
に
あ
た
っ
て
は
、
作

品
に
若
干
の
変
更
を
加
え
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
モ
ノ
ク
ロ
と
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

応
募
作
品
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

【
応
募
先
・
問
合
せ
先
】

十
日
町
広
域
圏
合
併
協
議
会
事
務
局

所
在
地
〒
九
四
八-

〇
〇
八
五

十
日
町
市
寅
甲
一
番
地
一

旧
織
物
会
館
二
階

☎
０
２
５
７
・
５
２
・
７
７
２
５

合併いよいよ秒読みへ
真剣に考えよう合併について―34

特集

新しく誕生する「十日町市」の市章を制定するため、デザインを募集します。

新市の市章を募集！

会　　　　　　　場 開催期日 出席者数 説　明　内　容

赤谷集落センター 7月 13 日 22 人

山野田公民館 7月 14 日 12 人

高原田公民館 7月 15 日 14 人

上野コミュニティセンター 7月 17 日 14 人

活性化センター 7月 18 日 14 人

仙田コミュニティセンター 7月 18 日 23 人

橘地区農事研修センター 7月 19 日 26 人

新町新田ふれあいセンター 7月 20 日 25 人

高齢者コミュニティセンター 7月 21 日 14 人

合　　　　　　　計 164 人

①これまでの経過と今後の予定

②合併協議会における協定事項

③新市建設計画の概要

④合併後の行政機構と地域自治

について

＊詳しくは、７月 20 日に全戸

配布した「みんなで考えよう

市町村合併」をご覧ください。

住民懇談会の開催状況
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町
で
は
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
や
ご

提
案
を
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い

き
た
い
と
、「
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
の
提
言
や
意
見
・
質
問
」
を
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
に
届
い
た
も
の
の
中
か

ら
、
紙
面
で
紹
介
す
る
必
要
の
あ
る

も
の
を
、
内
容
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介

し
ま
す
。

（
46
歳
・
男
性
）

Ｑ

賑
わ
い
空
間
整
備
に
伴
い
、
農

業
対
象
の
施
設
に
は
補
助
金
が
交
付

.

さ
れ
る
よ
う
だ
が
、
地
元
商
業
（
商

店
）
活
性
化
に
向
け
て
の
支
援
に
つ

い
て
も
同
様
の
配
慮
を
し
て
ほ
し

い
。

〈
振
興
計
画
の
策
定
を
〉

Ａ

地
元
商
店
街
が
経
済
不
況
や
商

圏
域
の
構
造
変
化
な
ど
で
厳
し
さ
を

増
す
な
か
、
平
成
八
年
に
町
が
策
定

し
た
「
第
五
次
川
西
町
総
合
開
発
計

画
」
に
「
新
し
い
賑
わ
い
空
間
の
創

出
」
と
い
う
形
で
地
元
商
業
の
振
興

策
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

以
来
、「
新
し
い
ま
ち
な
か
づ
く

.

り
」
と
し
て
住
民
・
地
域
・
商
工

会
・
行
政
な
ど
が
多
面
的
な
検
討
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
何
十
回
と
重

ね
、
そ
の
結
果
、
平
成
十
一
年
に
町

が「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」

を
、
平
成
十
二
年
に
は
町
商
工
会
が

「
川
西
町
中
小
小
売
商
業
高
度
化
構

想
（
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
）」
を
そ
れ
ぞ
れ

ま
と
め
上
げ
ま
し
た
。

賑
わ
い
空
間
内
で
の
事
業
は
、
す

べ
て
こ
の
計
画
、
構
想
等
に
基
づ
く

も
の
で
、
各
事
業
主
体
が
そ
の
責
任

（
資
金
等
）
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ご
質
問
の
施
設
も
、
Ｊ
Ａ
が
町
の
農

業
振
興
と
地
域
の
活
性
化
と
い
う
公

益
目
的
で
建
設
し
て
い

ま
す
。
ご
理
解
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

次
に
、
町
の
支
援
に

つ
い
て
で
す
が
、
町
は

厳
し
さ
の
中
に
あ
っ
て

も
懸
命
な
努
力
を
惜
し

ま
な
い
地
元
商
店
街
に

は
、
可
能
な
限
り
の
支

援
を
行
い
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
ま
ず
は

関
係
の
皆
様
が
地
域
の

理
解
を
得
ら
れ
る
着
実

な
商
店
街
の
振
興
計
画

等
を
、
商
工
会
と
連
携

す
る
な
ど
し
て
策
定
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
67
歳
・
男
性
）

Ｑ

最
近
町
か
ら
配
布
さ
れ
る
印
刷

物
は
各
課
で
競
争
し
て
い
る
の
か
と

思
う
ほ
ど
色
刷
り
の
大
判
の
も
の
が

多
く
、費
用
対
効
果
の
面
で
疑
問
だ
。

過
度
に
豪
華
な
も
の
は
必
要
な
い
の

で
は
な
い
か
。

〈
極
力
広
報
等
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
〉

Ａ

毎
月
三
回
町
政
事
務
嘱
託
員
を

通
じ
て
各
世
帯
に
配
布
さ
れ
る
文
書

等
は
、
町
の
広
報
や
公
共
的
団
体
の

機
関
紙
、
催
し
や
募
集
に
つ
い
て
の

案
内
チ
ラ
シ
が
中
心
と
な
っ
て
い
ま

す
。
当
然
対
象
と
な
る
文
書
等
は
行

政
目
的
、
あ
る
い
は
こ
れ
に
準
ず
る

も
の
に
限
ら
れ
、
一
般
の
チ
ラ
シ
等

と
は
明
確
に
区
分
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
す
。

各
課
等
に
は
、
お
知
ら
せ
的
な
も

の
は
原
則
と
し
て
広
報
及
び
お
知
ら

せ
版
に
掲
載
す
る
よ
う
に
指
示
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
発
行
日
が

限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
周
知
効
果

の
面
か
ら
、
独
自
の
チ
ラ
シ
を
作
っ

て
配
布
し
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
ご
指
摘
の
よ
う
に
、
新
聞

折
り
込
み
チ
ラ
シ
の
よ
う
に
派
手
さ

豪
華
さ
で
目
を
ひ
く
こ
と
に
主
眼
が

. .

移
っ
て
し
ま
っ
て
は
、
公
共
目
的
の

文
書
等
と
し
て
は
本
末
転
倒
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

今
後
も
、
町
で
発
行
す
る
も
の
は

も
と
よ
り
、
他
団
体
か
ら
の
配
布
依

頼
文
書
等
に
つ
い
て
も
、
極
力
広
報

や
お
知
ら
せ
版
に
よ
り
周
知
を
は
か

る
よ
う
依
頼
す
る
と
と
も
に
、
あ
ま

り
華
美
な
も
の
は
控
え
る
よ
う
呼
び

か
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
84
歳
・
男
性
）

Ｑ

モ
ト
ク
ロ
ス
関
係
者
は
暴
走
族

の
よ
う
に
考
え
て
い
た
が
、
意
外
と

マ
ナ
ー
が
良
く
、
若
者
に
賛
辞
を
贈

り
た
い
。

モ
ト
ク
ロ
ス
の
開
催
に
際
し
て

は
、
規
律
正
し
い
模
範
走
行
に
よ
る

町
内
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
、

競
技
参
加
者
全
員
に
よ
り
行
っ
て
ほ

し
い
。

〈
関
係
者
に
働
き
か
け
ま
す
〉

Ａ

ご
提
案
さ
れ
た
内
容
を
拝
見
し

ま
す
と
、
昨
年
七
月
に
当
町
で
開
催

さ
れ
た
ジ
ャ
パ
ン
エ
ン
デ
ュ
ー
ロ
大

会
の
際
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

ラ
ン
の
風
景
を
想
定
し
て
の
こ
と
か

と
思
わ
れ
ま
す
。

確
か
に
大
勢
の
ラ
イ
ダ
ー
が
バ
イ

. . モ
ト
ク
ロ
ス
の
模
範
走

行
を

商
業
支
援
を
充
実
し
て

チ
ラ
シ
が
豪
華
す
ぎ
る

にぎわいの場づくりには農と商の連携が重要となります
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ク
を
連
ね
て
走
行
す
る
姿
は
、
勇
壮

か
つ
す
が
す
が
し
い
も
の
が
あ
り
、

沿
道
の
町
民
か
ら
も
大
き
な
声
援
を

受
け
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
ラ

イ
ダ
ー
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
ら
れ
た

方
も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

今
後
も
こ
の
よ
う
な
大
会
が
開
催

さ
れ
る
際
に
は
、
是
非
、
そ
の
走
行

の
実
現
に
つ
い
て
、
主
催
者
側
に
検

討
を
促
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

Ｑ

今
年
か
ら
加
工
用
米
対
応
が
変

わ
っ
た
が
、い
く
つ
か
疑
問
が
あ
る
。

①
Ｊ
Ａ
が
低
価
格
米
等
を
ブ
レ
ン
ド

し
て
出
荷
し
、
米
生
産
者
が
応
分
の

負
担
を
し
て
い
た
従
来
方
式
を
止

め
、個
人
対
応
と
し
た
の
は
な
ぜ
か
。

②
コ
シ
ヒ
カ
リ
は
、
加
工
用
米
価
格

（
八
、
〇
〇
〇
円
／
六
〇
キ
ロ
）
と

一
般
に
販
売
し
た
場
合
の
価
格
差
が

三
倍
以
上
も
あ
る
。
差
額
を
補
填
し

て
く
れ
る
の
か
。

③
出
荷
さ
れ
た
加
工
用
米
が
別
ル
ー

ト
で
販
売
さ
れ
、
差
額
で
利
潤
を
搾

取
さ
れ
る
お
そ
れ
は
な
い
か
。

〈
米
政
策
改
革
の
流
れ
に
ご

理
解
を
〉

Ａ

①
主
要
食
料
の
需
給
及
び
価
格

の
安
定
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正

が
今
年
四
月
一
日
付
け
で
施
行
さ

れ
、
計
画
流
通
制
度
が
廃
止
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
自
主
流
通
の

中
の
加
工
用
米
と
い
う
位
置
付
け

や
、
計
画
流
通
の
流
通
ル
ー
ト
を
通

っ
て
需
要
者
へ
供
給
さ
れ
る
と
い
う

シ
ス
テ
ム
が
、
制
度
上
な
く
な
り
ま

し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
生
産
調
整
実
施

者
か
ら
全
農
等
に
至
る
ま
で
の
加
工

用
米
の
流
通
段
階
の
確
認
が
必
要
に

. .

な
り
、報
告
義
務
も
生
じ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
米
政
策
改
革
に
よ

り
、
生
産
調
整
の
方
法
が
転
作
面
積

の
配
分
か
ら
生
産
目
標
数
量
の
配
分

に
変
わ
り
、
加
工
用
米
の
確
認
方
法

も
、
出
荷
数
量
の
み
で
行
え
た
従
来

の
方
法
か
ら
、
個
々
の
水
稲
作
付
面

積
を
基
準
単
収
を
基
に
換
算
し
て
生

産
数
量
を
求
め
、
そ
の
数
量
か
ら
出

荷
さ
れ
た
加
工
用
米
の
数
量
を
差
引

き
、
そ
の
数
値
と
生
産
目
標
数
量
と

を
突
合
す
る
と
い
う
、
大
変
複
雑
な

方
法
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
に
は
、
作
付
面
積
や
地

域
別
の
基
準
単
収
、
生
産
数
量
を
関

連
付
け
た
算
出
根
拠
を
設
け
、
拠
出

金
を
算
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
産
加
工
用
米
か
ら

は
生
産
履
歴
の
記
帳
並
び
に
提
出
が

求
め
ら
れ
て
お
り
、従
来
方
式
で
は
、

こ
れ
ら
を
処
理
す
る
た
め
の
事
務
量

は
膨
大
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。以

上
の
こ
と
か
ら
、
本
年
度
か
ら

加
工
用
米
は
、
申
し
込
み
の
あ
っ
た

方
に
の
み
配
分
す
る
契
約
栽
培
の
形

式
を
と
ら
せ
て
い
た
だ
き
、
出
荷
は

加
工
用
米
の
現
物
（
玄
米
）
出
荷
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご
理
解

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

②
水
田
機
能
の
維
持
を
目
的
と
し

た
場
合
、
個
人
対
応
に
よ
る
加
工
用

米
の
取
り
組
み
は
、
団
地
化
や
土
地

利
用
集
積
を
実
施
で
き
な
い
中
山
間

地
に
お
い
て
は
と
て
も
有
意
義
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
同
じ
魚

沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
で
あ
り
な
が
ら
、
加

工
用
米
と
し
て
出
荷
し
た
場
合
の
価

格
差
が
非
常
に
大
き
い
こ
と
も
事
実

で
す
。

産
地
づ
く
り
交
付
金
に
よ
る
「
作

付
面
積
に
応
じ
た
助
成
」
に
つ
き
ま

し
て
は
、
加
工
用
米
出
荷
数
量
を
基

準
単
収
に
よ
り
換
算
し
て
求
め
た
面

積
に
対
し
、
一
〇
ア
ー
ル
当
た
り
東

部
地
域
で
は
一
七
、
五
〇
〇
円
、
西

部
地
域
で
は
一
六
、
七
〇
〇
円
の
助

成
を
行
い
ま
す
。
価
格
差
を
考
え
ま

す
と
わ
ず
か
な
金
額
で
は
あ
り
ま
す

が
、
趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

な
お
、
平
成
十
六
年
度
の
加
工
用

米
契
約
数
量
は
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
八
割

を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
生
産

組
織
等
へ
の
加
入
率
が
高
く
コ
シ
ヒ

カ
リ
の
作
付
面
積
が
約
九
六
％
を
占

め
て
い
る
川
西
町
で
は
、
三
〇
ア
ー

ル
規
格
の
ほ
場
の
一
部
に
加
工
用
米

用
の
別
品
種
を
作
付
け
す
る
と
、
品

種
が
混
合
す
る
危
険
性
が
高
く
作
業

効
率
の
低
下
に
も
つ
な
が
る
こ
と
か

ら
、
こ
の
よ
う
な
数
値
に
な
っ
た
と

思
わ
れ
ま
す
。

米
政
策
改
革
に
よ
り
、
今
後
は

「
売
れ
る
米
産
地
」
へ
多
く
の
生
産

目
標
数
量
が
配
分
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
加
工
用
米
を
調
整
水
田
や

保
全
管
理
等
の
不
耕
作
地
解
消
へ
の

取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
位
置
付
け

て
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

③
加
工
用
米
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
全
農
等
が
取
組
計
画
書
を
農
水

省
に
提
出
し
、認
定
を
受
け
た
後
に
、

需
要
者
と
流
通
契
約
を
結
ぶ
こ
と
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
加
工
用
米
の
流

通
状
況
に
つ
い
て
も
国
に
対
し
報
告

を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
生
産

者
か
ら
出
荷
さ
れ
た
加
工
用
米
は
、

認
定
を
受
け
た
取
組
計
画
に
基
づ
い

て
加
工
さ
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
認
定
取
組
計
画
以

外
の
流
通
は
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

シ
ス
テ
ム
で
あ
る
こ
と
を
、
ご
理
解

願
い
ま
す
。

加
工
米
対
策
に
疑
問

昨年のジャパンエンデューロで
のデモンストレーションラン

少しでもいい米
を作りたいのが
農家の心情
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現
在
、
私
た
ち
の
身
の
ま
わ
り
に

は
、
部
落
差
別
が
依
然
と
し
て
厳
存

し
て
い
ま
す
。
差
別
事
件
は
あ
と
を

絶
た
ず
、
い
ま
だ
に
制
度
的
保
障
を

受
け
ら
れ
な
い
同
和
地
区
も
あ
り
ま

す
。
差
別
肯
定
の
考
え
方
も
広
く
存

在
し
、
人
権
思
想
・
権
利
意
識
も
正

当
に
定
着
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い

の
が
現
状
で
す
。

川
西
高
校
で
は
人
権
教
育
を
推
し

進
め
る
う
え
で
、
七
月
十
四
日
の
放

課
後
、
県
人
権
同
和
セ
ン
タ
ー
の
佐

藤
泰
治
先
生
を
迎
え
て
、
職
員
を
対

象
に
し
た
同
和
教
育
研
修
会
を
行
い

ま
し
た
。

講
演
で
は
、
ま
ず
い
く
つ
か
の
事

例
を
あ
げ
て
、
現
在
も
続
く
差
別
の

現
状
に
つ
い
て
の
紹
介
が
あ
り
、
多

く
の
差
別
事
件
で
傷
つ
い
た
人
が
い

る
こ
と
、
ま
た
、
都
市
計
画
か
ら
取

り
残
さ
れ
た
よ
う
な
町
並
み
で
不
便

な
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
達
が

い
る
と
い
う
実
態
が
紹
介
さ
れ
、
改

め
て
同
和
教
育
の
重
要
性
を
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
講
演
で
印
象
的
だ
っ
た
の

は
、「
な
ぜ
差
別
が
起
こ
っ
た
の
か
」

と
い
う
根
本
的
な
疑
問
に
答
え
る
お

話
し
が
あ
っ
た
こ
と
で
す
。
豊
富
な

歴
史
的
資
料
・
史
料
に
も
と
づ
い

て
、
最
新
の
研
究
結
果
を
お
話
し
い

た
だ
き
、
被
差
別
部
落
の
出
自
は
簡

単
に
一
つ
に
ま
と
め
ら
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
か
つ
て
は
決
し
て
差
別
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
、
む
し
ろ

人
々
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
が
出
来

な
い
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た

人
々
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
私
た

ち
の
偏
見
や
知
識
不
足
を
感
じ
ま
し

た
。人

権
擁
護
と
民
主
主
義
実
現
の
た

め
の
啓
発
が
強
力
に
展
開
さ
れ
る
一

か
ら
県
内
で
猛
威
を
ふ
る
っ
た
豪

雨
が
も
た
ら
し
た
も
の
。
雨
に
よ

る
被
害
が
中
越
地
区
に
集
中
し
た

た
め
、
試
合
そ
の
も
の
が
中
止
と

な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
抽
選
に

よ
り
優
勝
チ
ー
ム
を
選
出
す
る
こ

と
と
な
り
、
わ
が
川
西
町
が
見

事
？
優
勝
く
じ
を
つ
か
み
取
っ
た

次
第
で
す
。

「
こ
れ
も
実
力
の
う
ち
」
と
は
、

あ
る
職
員
の
弁
。
被
災
地
区
の
代

表
と
し
て
、
県
大
会
で
も
そ
の
実

力
を
存
分
に
発
揮
し
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。

な
お
、
県
大
会
は
本
紙
発
行
日

の
八
月
十
日
で
す
。

誇
ら
し
げ
に
優
勝
旗
を
広
げ
る

役
場
野
球
部
の
主
力
。

ペ
ナ
ン
ト
に
は
「
第
十
七
回
新

潟
県
町
村
職
員
親
善
野
球
中
越
ブ

ロ
ッ
ク
大
会
優
勝
　
川
西
町
」
と

墨
書
さ
れ
て
い
ま
す
。

や
っ
た
、
川
西
町
役
場
初
の
快

挙
、
野
球
部
の
中
越
大
会
優
勝
！

し
か
し
、
よ
く
見
る
と
優
勝
旗

を
広
げ
て
い
る
場
所
は
グ
ラ
ウ
ン

ド
で
は
な
く
事
務
室
、
職
員
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
に
は
激
戦
を
物
語
る

汚
れ
も
見
え
ま
せ
ん
し
後
方
に
写

っ
て
い
る
職
員
も
、
あ
え
て
祝
福

す
る
様
子
で
は
あ
り
ま
せ
ん
…
は

て
。実

は
こ
の
優
勝
、
七
月
十
三
日

39

実
力
で

つ
か
ん
だ

優
勝
！？

方
で
、
部
落
差
別
が
い
ま

な
お
克
服
さ
れ
な
い
現
状

を
私
た
ち
が
正
し
く
と
ら

え
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
同
和
問
題
を
解
決
す

る
方
途
を
見
出
だ
す
こ
と

が
、
今
日
的
課
題
で
あ
る

と
い
え
ま
す
。

私
た
ち
職
員
は
、
同
和

問
題
が
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問

題
で
あ
る
た
め
、
授
業
で

と
り
あ
げ
る
こ
と
に
、
つ

い
臆
病
に
な
っ
て
し
ま
い

が
ち
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。職

員
が「
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
こ
と
は
「
解
ろ
う

と
し
な
い
」
こ
と
、「
準

備
を
十
分
に
し
て
か
ら
」

と
い
う
の
は
「
い
つ
ま
で
も
実
践
し

な
い
た
め
の
口
実
で
あ
る
」
と
指
摘

さ
れ
、
大
い
に
反
省
さ
せ
ら
れ
、
学

校
教
育
に
お
け
る
同
和
教
育
の
重
要

性
を
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

偏
見
・
差
別
を
な
く
し
、
す
べ
て

の
人
が
住
み
よ
い
社
会
に
す
る
た
め

に
少
し
で
も
手
助
け
が
で
き
る
よ
う

に
、
今
後
も
こ
う
し
た
研
修
を
積
極

的
に
推
し
進
め
、
同
和
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

17

〜
同
和
教
育
研
修
会
の
巻
〜
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越
え
た
千
手
（
中
屋
敷
）
地
内
に
は

隠
如
を
祀
っ
た
「
院
入
塚
」
が
あ
る
。

悪
竜
は
道
に
胴
を
横
た
え
て
倒
れ

て
い
た
胴
ノ
背
の
近
く
に
埋
め
ら
れ

た
の
だ
が
、
そ
こ
か
ら
清
水
が
絶
え

る
こ
と
な
く
涌
き
出
し
て
人
々
の
役

に
立
っ
た
の
で
、
蛇
骨
の
清
水
と
呼

ん
だ
と
い
う
。

池
の
跡
は
そ
の
後
見
事
な
耕
地
と

な
り
、
そ
の
傍
ら
を
通
る
道
は
千

手
・
藤
沢
・
室
島
・
頚
城
を
結
ぶ
街

道
と
な
っ
て
、
蛇
骨
の
清
水
は
旅
人

た
ち
の
の
ど
を
う
る
お
し
、
樽た
る

を
背

負
っ
て
水
も
ら
い
に
来
る
人
ま
で
あ

っ
た
と
語
ら
れ
て
い
る
。

藤
沢
集
落
が
閉
村
し
て
す
で
に
長

い
。
し
か
し
、
ム
ラ
を
救
っ
た
「
隠

如
さ
ん
」
物
語
を
大
切
に
語
り
伝
え

て
き
た
人
た
ち
の
、
暖
か
い
感
謝
の

心
は
、
い
つ
ま
で
も
残
し
て
い
き
た

い
。※

本
稿
は
、
茂
野
寅
一
・
宗
平

『
藤
井
の
里
』
を
参
考
に
し
た
。

く
て
、
折
角
せ
っ
か
く

開
い
た
ム
ラ
も
捨
て
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
心
配
し
て
い
る

話
を
、
修
行
の
旅
を
続
け
て
仙
田
郷

へ
入
っ
て
き
た
隠
如
と
い
う
山
伏
が

耳
に
し
た
。

隠
如
は
、
こ
れ
ま
で
の
修
行
で
身

に
つ
け
た
法
力
で
、
池
の
主
を
追
い

出
そ
う
と
決
心
し
、
山
に
横
穴
を
掘

っ
て
入
り
、
断
食
を
し
な
が
ら
懸
命

に
お
経
を
読
み
祈
祷
を
続
け
た
。

満
願
の
二
十
一
日
目
の
夜
明
け
前

に
、
突
然
あ
た
り
が
真
っ
暗
に
な
っ

て
大
風
雨
と
な
っ
た
。

さ
て
は
、
池
の
主
が
最
後
の
力
を

振
り
絞
っ
て
向
か
っ
て
く
る
の
か

と
、
隠
如
も
負
け
ず
に
読
経
の
声
を

高
め
、
必
死
の
祈
り
を
続
け
た
。

す
る
と
、
も
の
す
ご
い
響
き
を
あ

げ
て
池
の
土
手
が
崩
れ
、
水
が
渋
海

川
に
向
か
っ
て
あ
ふ
れ
出
し
た
。
竜

は
、
稲
妻
の
よ
う
に
目
を
光
ら
せ
、

火
を
吐
き
な
が
ら
天
へ
昇
ろ
う
と
も

が
い
て
い
た
が
、
と
う
と
う
力
尽
き

て
倒
れ
た
。

隠
如
は
、
悪
竜
に
勝
っ
た
こ
と
を

ム
ラ
人
に
告
げ
よ
う
と
、
法
螺
貝
を

吹
き
鳴
ら
し
、
千
手
峠
目
指
し
て
駆

け
登
っ
て
き
た
が
、
自
ら
も
力
尽
き

て
倒
れ
、
息
が
絶
え
た
。

藤
沢
地
内
に
は
、「
桜
田
・
堂
ノ

背
・
登
り
立
・
吹
上
」
と
呼
ぶ
一
連

の
地
名
が
あ
っ
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
、
池
の
跡
、
竜
の
倒

れ
て
い
た
と
こ
ろ
（
胴
ノ
背
）、
隠

如
が
駆
け
出
し
貝
を
吹
き
立
て
て
登

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
と
伝
え
、
峠
を

子
を
偲し

の

ぶ
大
榎

え
の
き

小
白
倉
か
ら
柏
崎
へ
抜
け
る
峠
の

頂
上
に
、大
き
な
榎
が
立
っ
て
い
て
、

榎
峠
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
は
、
別

に
述
べ
た
。

榎
峠
か
ら
北
へ
尾
根
伝
い
の
道
を

歩
い
て
大
沢
峠
が
あ
り
、
こ
こ
か
ら

西
へ
下
っ
て
大
沢
集
落
に
着
く
。
峠

の
上
り
口
に
あ
る
大
沢
は
、
茶
屋
が

あ
っ
て
上
り
下
り
の
旅
人
た
ち
が
ひ

と
息
つ
く
と
こ
ろ
で
、
ち
ょ
っ
と
し

た
ム
ラ
で
あ
っ
た
。
小
白
倉
ま
で
の

道
の
り
は
、
お
よ
そ
九
キ
ロ
余
。
昔

の
山
道
だ
か
ら
、
一
〇
キ
ロ
に
も
な

っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

大
沢
（
現
柏
崎
市
）
の
伝
右
衛
門

で

ん

ね

ん

ど
ん
か
ら
白
倉
へ
婿
入
り
し
た
人
が

い
た
。
黙
っ
て
コ
ツ
コ
ツ
働
く
若
者

で
あ
っ
た
の
だ
が
、
義
父
母
た
ち
の

あ
ま
り
に
も
ひ
ど
い
仕
打
ち
に
と
う

と
う
我
慢
し
き
れ
な
く
て
、
三
人
の

子
ど
も
を
残
し
て
、
家
を
出
た
。

真
ッ
暗
な
道
を
峠
ま
で
登
っ
て
白

倉
の
方
を
振
り
返
る
と
、
ち
ょ
う
ど

朝
日
が
昇
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
。

置
い
て
き
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ま

だ
父
親
の
い
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と

な
ど
知
ら
ず
に
、
ぐ
っ
す
り
眠
り
込

ん
で
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
う
と
、
ど

っ
と
涙
が
あ
ふ
れ
て
き
て
、
抑
え
き

れ
ず
に
オ
ッ
オ
ッ
と
声
を
あ
げ
て
泣

い
た
。

実
家
へ
帰
っ
た
後
に
も
、
子
ど
も

の
こ
と
を
思
い
出
さ
な
い
日
が
な
く

て
、
丈
夫
で
幸
せ
に
な
る
よ
う
祈
り

な
が
ら
、
三
本
の
榎
の
苗
木

を
峠
の
道
際
に
植
え
た
。
二

本
は
枯
れ
て
し
ま
っ
た
が
、

残
り
の
一
本
は
す
く
す
く
と

成
長
し
て
大
木
に
な
っ
た
。

大
榎
は
遠
く
か
ら
も
よ
く

眺
め
ら
れ
、
旅
人
の
元
気
を

出
す
目
当
て
に
も
な
っ
て
、

い
つ
の
こ
ろ
か
ら
か
榎
峠
と

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

峠
に
は
茶
屋
が
あ
り
、
毎
日
大
沢

か
ら
登
っ
て
き
た
主
人
が
気
持
ち
の

い
い
応
対
を
し
て
い
た
し
、
そ
の
前

に
は
二
十
三
夜
様
が
祀
ら
れ
て
、
赤

い
旗
が
立
て
ら
れ
て
い
た
と
語
ら
れ

る
。中

魚
沼
郡
と
刈
羽
郡
・
柏
崎
を
結

ぶ
大
切
な
街
道
で
あ
っ
た
が
、
大
正

年
代
に
な
っ
て
別
な
と
こ
ろ
に
鉄
道

が
敷
か
れ
、
自
動
車
も
走
る
よ
う
に

な
っ
て
、
峠
越
え
の
道
は
忘
れ
ら
れ

て
し
ま
っ
た
。

大
榎
も
、
残
念
な
こ
と
に
樹
勢
に

衰
え
を
見
せ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら

に
昭
和
二
十
七
年
の
落
雷
で
痛
め
つ

け
ら
れ
て
、
五
月
に
刈
り
倒
さ
れ
た

が
、
目
通
り
五
メ
ー
ト
ル
余
の
大
木

で
あ
っ
た
。

い
ま
、
古
い
道
際
に
、
道
し
る
べ

地
蔵
が
ポ
ツ
ン
と
立
っ
て
、
昔
の
名

残
を
と
ど
め
て
い
る
。

隠
如

い
ん
に
ょ

が
救
っ
た
藤
沢

藤
沢
が
、
ま
だ
藤
井
の
里
と
呼
ば

れ
て
い
た
こ
ろ
、
四
百
年
も
前
の
こ

と
だ
と
い
う
が
―
。

桜
沢
に
あ
る
大
池
は
、
平
素
は
波

ひ
と
つ
立
た
な
い
死
ん
だ
よ
う
な
池

で
、
村
人
た
ち
は
た
い
へ
ん
気
味
悪

く
思
っ
て
い
た
。

嫌
な
音
が
地
を
は
う
よ
う
に
響
い

て
き
た
後
に
は
、
き
ま
っ
て
大
雨
が

降
り
、
沢
沿
い
に
開
い
た
田
に
不
思

議
な
足
跡
の
よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た

り
、
光
る
鱗
の
よ
う
な
も
の
が
落
ち

て
い
る
の
を
見
た
人
も
あ
っ
た
。
竜

が
池
の
主
に
な
っ
て
住
み
つ
い
て
い

る
の
だ
と
、
考
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
れ
で
は
、
毎
日
毎
日
が
恐
ろ
し

上
野
　 

上
　
村
　
政
　
基 

（
第
四
十
回
）

榎峠に立つ道しるべ地蔵

かつて大池だったという桜田
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【
町
内
順
に
掲
載
　
敬
省
略
】

※
七
月
九
日
現
在

■
千
手
地
区
（
三
十
七
人
）

発
電
所
通
り
西

川
　
崎
　
久
　
次

発
電
所
通
り
東

佐
　
藤
　
ヨ
　
キ

〃
　
　
　
　
春
　
日
　
ぶ
　
ん

〃
　
　
　
　
星
　
名
　
チ
　
エ

〃
　
　
　
　
田
　
中
　
ハ
ナ
イ

南
　
　
　
台
　
　
水
　
落
　
勝
　
乃

〃
　
　
　
　
清
　
水
　
幸
　
子

栄
　
　
　
町
　
　
押
　
木
　
正
　
登

〃
　
　
　
　
高
　
野
　
イ
　
ツ

〃
　
　
　
　
南
　
雲
　
田
　
鶴

〃
　
　
　
　
藤
　
田
　
カ
ツ
ミ

朝
　
日
　
町
　
　
高
　
橋
　
徳
　
治

四
　
郎
　
兼
　
　
小
野
塚
　
チ
　
ヨ

東
　
善
　
寺
　
　
喜
　
多
　
　
　
誠

〃
　
　
　
　
平
　
野
　
光
　
夫

〃
　
　
　
　
平
　
野
　
イ
　
セ

〃
　
　
　
　
喜
　
多
　
ノ
　
ブ

〃
　
　
　
　
野
　
上
　
由
　
二

〃
　
　
　
　
風
　
間
　
政
　
夫

上
　
　
　
町
　
　
高
　
橋
　
シ
　
ヅ

〃
　
　
　
　
田
　
辺
　
ミ
　
イ

中
　
央
　
町
　
　
関
　
口
　
カ
　
ク

中
　
央
　
町
　
　
小
　
林
　
光
　
子

田
　
中
　
町
　
　
南
　
雲
　
　
　
博

神
　
社
　
町
　
　
高
　
橋
　
良
　
平

〃
　
　
　
　
小
　
林
　
テ
　
ル

学
　
校
　
町
　
　
柳
　
　
　
ト
　
ク

木
　
　
　
島
　
　
上
　
村
　
キ
　
イ

美
　
咲
　
町
　
　
高
　
橋
　
寅
　
吉

沖
　
　
　
立
　
　
星
　
名
　
ハ
ル
イ

伊
　
　
　
友
　
　
星
　
名
　
マ
ス
イ

〃
　
　
　
　
高
　
橋
　
多
　
一

高
　
原
　
田
　
　
村
　
山
　
　
　
武

〃
　
　
　
　
高
　
橋
　
利
　
一

坪
　
　
　
山
　
　
高
　
橋
　
テ
　
ツ

〃
　
　
　
　
高
　
橋
　
リ
　
ツ

霜
　
　
　
条
　
　
星
　
名
　
昭
　
次

■
上
野
地
区
（
十
八
人
）

上
　
　
　
野
　
　
星
　
名
　
ア
　
イ

〃
　
　
　
　
上
　
村
　
　
　
歳

〃
　
　
　
　
渡
　
辺
　
義
　
布

〃
　
　
　
　
星
　
名
　
ノ
　
イ

〃
　
　
　
　
富
　
井
　
初
　
枝

〃
　
　
　
　
富
　
井
　
昭
　
平

元
　
　
　
町
　
　
押
　
木
　
喜
　
策

〃
　
　
　
　
川
　
崎
　
龍
　
雄

〃
　
　
　
　
押
　
木
　
辰
　
夫

七
月
九
日
に
、
千
手
温
泉
千
年
の
湯
で
喜
寿
の
祝
い
が
開
か
れ
ま
し

た
。
今
年
、
喜
寿
の
お
祝
い
を
迎
え
ら
れ
た
方
は
一
〇
二
人
。
昭
和
二

年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
三
年
四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
が
対
象
で

す
。
当
日
は
六
十
八
人
の
方
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

仙 田
地区

上 野
地区
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元
　
　
　
町
　
　
押
　
木
　
ミ
　
ヨ

〃
　
　
　
　
押
　
木
　
セ
　
イ

新
町
新
田
　
　
若
　
山
　
義
　
忠

〃
　
　
　
　
小
　
島
　
た
　
つ

〃
　
　
　
　
鈴
　
木
　
ト
　
シ

〃
　
　
　
　
若
　
山
　
昭
　
治

下
平
新
田
　
　
沢
　
口
　
保
　
夫

三
　
　
　
領
　
　
水
　
品
　
喜
治
郎

小
　
根
　
岸
　
　
小
　
海
　
敏
　
江

■
橘
地
区
（
十
六
人
）

木
　
　
　
落
　
　
田
　
口
　
良
　
平

寺
　
ケ
　
崎
　
　
山
　
崎
　
武
　
治

仁
　
　
　
田
　
　
田
　
中
　
義
　
文

〃
　
　
　
　
羽
　
鳥
　
昭
　
一

〃
　
　
　
　
秦
　
野
　
利
　
一

〃
　
　
　
　
水
　
落
　
達
　
司

〃
　
　
　
　
山
　
田
　
良
太
郎

〃
　
　
　
　
山
　
田
　
五
　
作

〃
　
　
　
　
中
　
條
　
與
　
作

〃
　
　
　
　
水
　
落
　
文
　
平

〃
　
　
　
　
田
　
中
　
芳
　
男

〃
　
　
　
　
小
　
幡
　
ア
ヤ
メ

〃
　
　
　
　
山
　
田
　
ミ
　
チ

野
　
　
　
口
　
　
星
　
野
　
チ
ヨ
ノ

〃
　
　
　
　
滋
　
野
　
ロ
　
ク

原
　
　
　
田
　
　
丸
　
山
　
カ
　
ズ

■
仙
田
地
区
（
三
十
一
人
）

中
　
仙
　
田
　
　
南
　
雲
　
　
　
教

〃
　
　
　
　
南
　
雲
　
ア
　
サ

〃
　
　
　
　
小
　
林
　
イ
　
ツ

中
　
仙
　
田
　
　
高
　
橋
　
マ
　
ヨ

〃
　
　
　
　
小
　
林
　
ト
　
ヨ

〃
　
　
　
　
小
　
林
　
リ
　
ヨ

〃
　
　
　
　
木
　
村
　
昭
　
一

〃
　
　
　
　
小
　
林
　
栄
　
作

〃
　
　
　
　
小
　
林
　
キ
　
ノ

〃
　
　
　
　
高
　
橋
　
由
　
一

〃
　
　
　
　
小
　
川
　
フ
　
ノ

〃
　
　
　
　
小
　
川
　
芳
　
明

室
　
　
　
島
　
　
増
　
田
　
福
　
司

〃
　
　
　
　
半
　
田
　
利
　
登

〃
　
　
　
　
増
　
田
　
凖
　
一

小
　
　
　
脇
　
　
斎
　
木
　
周
　
次

高
　
　
　
倉
　
　
高
　
橋
　
　
　
静

田
　
　
　
戸
　
　
青
　
木
　
松
　
枝

〃
　
　
　
　
青
　
木
　
信
　
作

〃
　
　
　
　
押
　
木
　
良
　
造

赤
　
　
　
谷
　
　
長
谷
川
　
久
　
子

〃
　
　
　
　
小
　
川
　
ヤ
　
ス

〃
　
　
　
　
登
　
坂
　
ナ
　
ホ

岩
　
　
　
瀬
　
　
中
　
林
　
キ
ミ
ヨ

〃
　
　
　
　
中
　
條
　
マ
　
キ

〃
　
　
　
　
小
　
川
　
忠
　
良

〃
　
　
　
　
登
　
坂
　
フ
　
ミ

大
　
白
　
倉
　
　
片
　
桐
　
タ
　
カ

〃
　
　
　
　
中
　
村
　
　
　
晤

小
　
白
　
倉
　
　
江
　
口
　
清
　
野

〃
　
　
　
　
田
　
中
　
好
　
美

■
合
　
計
（
一
〇
二
人
）

千 手
地区

橘
地区
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Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

ま
ち
の
話
題

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

七
月
三
日
、
Ｊ
Ａ
十
日
町
千
手
支
店
二
階

に
お
い
て
「
か
が
や
き
サ
ロ
ン
」
開
所
式
が

行
わ
れ
、
約
五
〇
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
地
域
の
お
年
寄
り
に
毎
週
土

曜
・
日
曜
を
楽
し
く
過
ご
し
て
も
ら
い
た
い

と
設
立
さ
れ
た
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
し
あ
わ
せ
組

織
に
よ
る
さ
さ
え
あ
い
事
業
に
よ
る
も
の

で
、
現
在
約
七
〇
人
が
会
員
登
録
を
し
て
い

ま
す
。

来
賓
の
今
井
康
子
さ
ん
（
上
越
市
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
な
ご
み
の
家
」
理
事
長
）

は
、「
家
に
ば
か
り
い
る
の
で
は
な
く
、
外

に
出
る
こ
と
で
オ
シ
ャ
レ
心
が
生
ま
れ
ま

す
。お
話
し
す
る
こ
と
で
ス
ッ
キ
リ
し
た
り
、

ど
ん
ど
ん
友
達
づ
く
り
を
し
て
元
気
な
お
年

寄
り
が
増
え
る
こ
と
が
大
切
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

ま
た
、
ス
タ
ッ
フ
の
平
野
登
美
枝
さ
ん

（
５７
・
東
善
寺
）
は
、「
ス
タ
ッ
フ
も
お
年
寄

り
の
方
々
か
ら
学
び
、
お
互
い
に
楽
し
い
時

間
を
過
ご
せ
た
ら
い
い
で
す
ね
」
と
に
こ
や

か
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ＪＡしあわせ組織
「かがやきサロン」が

オープン

7 月 19 日、橘小学校体育館で折鶴作りのイベン
トが行われ、約 50人が参加しました。
これは、昨年橘地区において「地球軸のパフォー

マンス」を実施した縁から、今年 9月 17 日にカナ

ダのバリー市で行われる「『地球軸のパフォーマン
ス』バリー・ 2004」の成功を祈念して、「希望と
平和の象徴」とされる折鶴を作ろうという趣旨で実
施されました。

「次はどうするの？」とお母さんか
ら折り方を習う子どもの姿や、「懐か
しいよね」と楽しそうに作業するお母
さんたちの姿、また、汗を拭きながら
四苦八苦するお父さんたちの姿が印象
的でした。
出来あがった千羽鶴は、バリー市で

展示されるとのこと。みんなの気持ち
が折鶴と一緒に届くといいですね。

とどけ！折鶴
希望と幸運を乗せて・カナダへ

またひとつ仲間づくりの輪が増えました

みんな黙々と作業をします
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七
月
二
十
二
日
、
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
の
起
工
式
が
、
総
合
セ
ン
タ
ー

に
隣
接
す
る
建
設
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

十
年
度
か
ら
検
討
さ
れ
た
「
賑
わ
い
空
間
創

出
事
業
」
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
中
で
総
合

セ
ン
タ
ー
の
改
善
問
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
、
検
討
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
文
化
活
動
や
生
涯
学
習
活
動
の
成

果
を
表
現
で
き
る
ホ
ー
ル
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
や
公
民
館
活
動
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
を

併
せ
持
っ
た
中
核
施
設
を
ま
ち
の
中
心
部
に

作
り
、
い
つ
で
も
、
だ
れ
で
も
、
事
由
に
楽

し
く
学
べ
る
場
と
し
て
整
備
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
賑
わ
い
空
間
の
核
施
設
と
し
て

は
最
後
の
も
の
に
な
り
ま
す
。

施
設
の
概
要
と
し
て
は
、
現
在
の
総
合
セ

ン
タ
ー
を
全
面
改
修
し
、
南
側
に
ホ
ー
ル
等

を
新
設
す
る
も
の
で
、
建
築
面
積
は
一
、
七

〇
九
・
五
八
平
方
メ
ー
ト
ル
、
建
築
延
べ
面

積
は
三
、六
一
六
・
四
七
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
、
一
部
鉄
骨
造
、
地

上
三
階
、
地
下
一
階
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
階
は
、
可
動
席
一
八
七
、
補
助
席
を
含

め
る
と
二
三
八
席
と
な
る
ホ
ー
ル
を
中
心
に

楽
器
庫
や
楽
屋
、
ロ
ビ
ー
、
事
務
室
、
会
議

室
、
住
民
活
動
室
な
ど
か
ら
な
り
、
二
階
は
、

防
音
練
習
室
や
調
光
室
、
親
子
室
、
調
理
室
、

和
室
、
集
会
室
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
て
、
主

に
活
動
の
た
め
の
機
能
が
あ
り
ま
す
。
三
階

は
、
図
書
室
、
Ｉ
Ｔ
教
室
、
子
ど
も
図
書
室

で
、
子
ど
も
た
ち
を
中
心
と
し
た
学
び
の
場

と
な
り
ま
す
。

総
事
業
費
は
一
一
億
三
、四
〇
〇
万
円
で
、

そ
の
う
ち
、
三
分
の
一
を
ま
ち
づ
く
り
総
合

支
援
事
業
（
国
土
交
通
省
所
管
）
の
補
助
金

で
ま
か
な
い
ま
す
。

し
ゅ
ん
工
は
平
成
十
八
年
の
二
月
で
、
同

年
四
月
か
ら
稼
働
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま

す
。

千手中央コミュニティセンター完成予想図

刈初めをする田口町長

千
手
中
央

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
起
工
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ＴＯＰＩＣＳ　まちの話題 ＴＯＰＩＣＳ

7 月 9 日、東北電力㈱十日町営業所（中條一所長）から、
町に街路灯が 10灯寄贈されました。
これは、同社の地域貢献のひとつとして毎年行われている

ものです。
町では、各地区の要望などをとりまとめながら設置場所を

検討しているところですが、必要度の高い千手保育園前など
に設置する予定です。

街路灯をいただきました

七
月
二
十
五
日
に
仙
田
体
験
交
流
館
で
第
三
回
キ
ラ
リ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
、
約
三
、
五
〇
〇
人
が
訪

れ
ま
し
た
。

山
笠
フ
リ
ス
ビ
ー
や
恒
例
の
屋
台
村
な
ど
楽
し
い
催
し

が
い
っ
ぱ
い
で
、金
魚
す
く
い
に
集
ま
る
子
ど
も
た
ち
や
、

お
い
し
そ
う
に
か
き
氷
を
食
べ
る
親
子
連
れ
な
ど
の
姿
が

あ
ち
こ
ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、「
お
ら
ど
こ
の
よ
さ
こ
い
祭
」
で
は
、
十
日
町

市
や
松
代
町
、
小
国
町
な
ど
、
七
町
村
八
団
体
が
出
演
し

ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
衣
装
、
踊
り
と
も
に
年
々
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
し
、
観
客
を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

小
さ
な
子
ど
も
か
ら
六
〇
代
ま
で
が
一
つ
に
な
っ
て
踊

る
姿
は
、
真
剣
さ
と
楽
し
さ
が
見
て
い
る
人
た
ち
に
も
伝

わ
り
、
各
地
区
の
個
性
と
パ
ワ
ー
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

中條所長（左）から目録を受け取る高橋総務課長

迫力あるよさこいソーランが展開されました

7 月 24 ・ 25 日にナカゴのベリースプーンでワークショップ「ベリーの絵皿を作ろ
う」が行われ、2日間で約 100人が参加しました。
参加者は、ベリー園に植えてある 36 種類のベリーや写真などを観察しながら、2枚

ずつ絵皿を完成させま
した。可愛らしいお皿
や、アートを感じさせ
る物などそれぞれ個性
が光って、なかなかの
出来栄えでした。
このお皿は 1枚は参

加者へ、もう 1枚はベ
リーハウスでヨーグル
ト皿等に使われ、訪れ
た人たちを楽しませて
くれるそうです。

ベ
リ
ー
の
絵
皿
作
り
に

大
勢
参
加
し
ま
し
た

今年もキラリフェスティバル大盛況

う～ん、次はどの色にしようかな！
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ＴＯＰＩＣＳ　まちの話題 ＴＯＰＩＣＳ

藤
巻
浩
三
さ
ん
（
８０
・
発
電
所
通
り
西
）
が
、

こ
の
ほ
ど
新
潟
県
交
通
安
全
対
策
連
絡
協
議
会

（
会
長
平
山
征
夫
新
潟
県
知
事
）
か
ら
交
通
安
全

功
労
者
と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

藤
巻
さ
ん
は
、
川
西
町
交
通
安
全
協
会
に
二
五

年
間
所
属
し
、
そ
の
間
交
差
点
等
で
の
交
通
弱
者

に
対
す
る
保
護
・
監
視
活
動
や
、
高
齢
者
へ
の
安

全
指
導
、
広
報
車
に
よ
る
広
報
活
動
な
ど
、
交
通

安
全
に
終
始
誠
実
か
つ
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
運
転
者
と
し
て
も
五
〇
年
間
無
事
故
無

違
反
で
、
運
転
者
の
模
範
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
も
、
川
西
町
交
通
安
全
協
会
千
手
支
部
長

と
し
て
交
通
安
全
の
最
前
線
に
立
つ
藤
巻
さ
ん
の

活
動
は
、
ま
す
ま
す
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い
き
そ

う
で
す
。

藤
巻
さ
ん
に
交
通
安
全

功
労
者
表
彰

先月 13 日からの、いわゆる「7 ・ 13
梅雨前線豪雨災害」で多くの被害があった
中之島町、三条市に、川西町からも多くの
ボランティアが参加し、被災した住宅や商
店などの片づけ作業や医療活動などに従事
しています。
このうち、7 月 16 日には、役場職員 6

人と社会福祉協議会職員 1 人の合計 7 人
が参加し、中之島町の高齢者世帯の家の片
づけを手伝いました。
家の片づけといっても、床上まで上がっ

た濁流の残し物、つまり泥の撤去が作業の
中心でした。
床板をめくり、小ぶりのバケツで泥をすくって大きめ

のバケツに移し、バケツリレーで家の外に運び出すとい
う作業を繰り返しました。
家族や親戚の人を含めて 10 人で一日がかりで作業を

しても、家一軒の半分も進まず、参加者は、災害の恐ろ
しさを改めて実感していました。

これらのボランティア活動は、社会福祉協議会が事務
局となって主に土曜・日曜に実施され、7 月中に延べ
40 人あまりが参加し、トラック一台分の野菜や米も届
けられました。
これとは別に、県からの派遣要請に基づき、高齢世帯

の訪問対応のために保健師 4 人も三条市で活動をしま
した。
また、日本赤十字社新潟県支部でも義えん金を募り、

窓口になっている役場住民福祉課には、7 月末現在で
26,560 円が届けられています。

豪雨災害被災地に
町内からボランティア参加

手作業で少しずつ泥をすくいます

泥の捨て場は道路しかありませんでした
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梅雨前線豪雨の猛威
町内でも多くの被害
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時間雨量 
累計 

7月16日から18日までの時間別降雨量（川西ダム） 
（単位：mm） 

※時間雨量０mmは省略 

水路・道路ともに決壊した町道
田中藤沢線（藤沢地内）

山林、道路、水路ともに崩落した斜面（原田地内）

山腹から水が噴き出して土砂が流入した
水田（星名新田地内）

水路と水田をおおった大規模な土砂崩れ（岩瀬地内）

道路が欠落
してガード

レールが宙
づりになっ

た広域基幹
林道

中魚沼丘陵
線（仁田地

内）
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「花でいっぱいの町に！」を合言葉に進められて
きた花のアートコンクールは、今年で第 4 回を迎
えました。
4月から栽培管理や視察も含めた講習会を月に 1

回、合計 4 回にわたって実施した結果、ガーデニ
ング部門と新たに設けられたコンテナガーデン部門
の 2部門に、合わせて 53作品の応募がありました。
7 月 28 日に厳正な審査が行われ、31 日にひだま
りプール前で表彰式が行われました。受賞者（団体）
は右のとおりです。たくさんのご応募ありがとうご
ざいました。
なお、今回のコンクール作品は、8月 20 日（予

定）まで「ひだまりプール」に展示されています
（ガーデニング部門は写真による展示）。ぜひご覧く
ださい。
■問い合わせ　まちづくり推進課　☎ 68-4952

◎ガーデニング部門…参加作品数：団体の部 10作品・個人の部 16 作品
◯団体の部……最優秀賞　　川西町交通安全協会女性部（山野田）

優秀賞　　　なかまの家（元町）
特別賞　　　千手小学校支援ボランティア（学校町）

◯個人の部……最優秀賞　　田村ヒロミ（南台）
優秀賞　　　藤巻浩子（塩辛）・山下アイ（学校町）
特別賞　　　児玉ヨシ（学校町）・高橋芳江（学校町）

南雲要子（美咲町）
◎コンテナガーデン部門…参加作品数： 27作品

最優秀賞　　櫃間ヒサ（中屋敷）
優秀賞　　　南雲豊子（東善寺）・児玉ヨシ（学校町）

清水ノリ子（学校町）
特別賞　　　上村幸子（上野）・小林加登（中屋敷）

高橋ミサオ（上野）・富井源蔵（上野）
富井久美子（上野）

◎
最
優
秀
賞

安
協
女
性
部
（
山
野
田
）

○
優
秀
賞

な
か
ま
の
家
（
元
町
）

【
団
体
の
部
】

◎
最
優
秀
賞

田
村
ヒ
ロ
ミ
（
南
台
）

○
優
秀
賞

山
下
ア
イ
（
学
校
町
）

○
優
秀
賞

藤
巻
浩
子
（
塩
辛
）

【
個
人
の
部
】

◎
最
優
秀
賞

櫃
間
ヒ
サ
（
中
屋
敷
）

○
優
秀
賞
　
南
雲
豊
子
（
東
善
寺
）

○
優
秀
賞
　
児
玉
ヨ
シ
（
学
校
町
）

○
優
秀
賞
　
清
水
ノ
リ
子
（
学
校
町
）

コンテナガーデン部門

ガーデニング部門
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小
出
養
護
学
校
公
開
講
座

の
ご
案
内

魚
沼
地
域
唯
一
の
養
護
学
校
と
し

て
、
地
域
に
お
け
る
特
別
支
援
教
育

セ
ン
タ
ー
的
役
割
を
担
う
べ
く
、
左

記
に
よ
り
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

障
害
児
教
育
に
関
心
を
お
持
ち
の

方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
ご
案
内
し
ま
す
。

■
日
程
・
時
間
・
内
容

◎
午
後
二
時
半
〜
四
時
半

◎
「
Ｌ
Ｄ
、
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
等
の
軽
度
発

達
障
害
児
の
指
導
」

◎
午
後
二
時
半
〜
四
時
半

◎
「
障
害
児
の
学
校
卒
業
後
の
進

路
・
就
労
」

◎
午
後
二
時
〜
四
時

◎
「
発
達
障
害
児
の
行
動
問
題
の
理

解
と
積
極
的
行
動
支
援
」

■
申
し
込
み

八
月
二
十
日
（
金
）
ま
で
に
フ
ァ

ッ
ク
ス
か
郵
送
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

小
出
養
護
学
校

〒
九
四
六
―
〇
〇
三
五

北
魚
沼
郡
小
出
町
大
字
十
日
町
一

七
三
八
―
二

☎
０
２
５
―
７
９
２
―
５
４
１
２

０
２
５
―
７
９
２
―
９
２
７
０

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ

ー
体
験
教
室

話
題
の
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ

ー
の
上
手
な
使
い
方
、
便
利
な
機
能

に
つ
い
て
の
講
習
会
で
す
。
ぜ
ひ
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

八
月
二
十
一
日
（
土
）

午
前
十
時
半
〜
午
後
一
時

■
内
容

「
夏
休
み
親
子
パ
ン
作
り
教
室
！
」

☆
揚
げ
た
て
の
カ
レ
ー
パ
ン

☆
ド
ー
ナ
ツ

■
申
込
締
切

八
月
十
六
日
（
月
）

■
募
集
定
員

親
子
六
組
十
二
人

■
参
加
費

一
組
一
、
〇
〇
〇
円

■
用
意
す
る
も
の

エ
プ
ロ
ン

■
会
場

東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業

所
ク
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
ジ
オ
「
え
ぷ

ろ
ん
」

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所
お
客

さ
ま
セ
ン
タ
ー

☎
５
２
―
３
１
０
７

（
社
）あ
か
ね
会
施
設
職
員

募
集
の
お
知
ら
せ

社
会
福
祉
法
人
あ
か
ね
会
で
は
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
か
ね
園
に

勤
務
す
る
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

健
康
で
明
る
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

精
神
に
富
み
、
老
人
福
祉
に
理
解
と

熱
意
を
有
し
、
深
い
愛
情
を
も
っ
て

利
用
者
の
援
助
に
あ
た
る
人
を
募
集

し
ま
す
。

■
募
集
職
種
・
採
用
人
員
・
資
格
等

■
採
用
条
件

①
広
域
六
市
町
村
に
住
所
を
有
し
、

通
勤
可
能
な
者
。

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る

者
。

③
早
番
、
遅
番
、
土
、
日
、
祝
祭
日

勤
務
等
変
形
勤
務
可
能
な
者
。

ま
た
、
介
護
職
員
に
つ
い
て
は
、

夜
間
勤
務
可
能
な
者
。

■
試
験
等

【
一
次
試
験
】

◎
日
時

九
月
十
九
日
（
日
）

◎
時
間

午
前
九
時
〜

◎
会
場

川
西
町
地
域
活
性
化
セ
ン

タ
ー
四
階
　
第
一
研
修
室

◎
内
容

一
般
教
養
試
験
、
適
性
検

査
、
作
文

【
二
次
試
験
】

◎
日
時

十
月
上
旬

◎
会
場

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ

か
ね
園

◎
内
容

面
接

■
採
用
予
定
日

平
成
十
七
年
四
月

一
日

■
募
集
期
間

八
月
十
日
（
火
）
〜

九
月
九
日
（
木
）

■
申
込
方
法

あ
か
ね
園
備
え
付
け
の
申
込
書
に

記
入
し
、
最
終
卒
業
学
校
の
卒
業
証

書
（
又
は
卒
業
見
込
書
）
の
写
し
と
、

免
許
・
修
了
証
等
資
格
証
明
書
の
写

し
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〒
九
四
八
―
〇
一
三
六

川
西
町
大
字
高
原
田
二
七
八
―
一

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
あ
か
ね
園

☎
０
２
５
７
―
６
８
―
４
５
６
５

皇
居
勤
労
奉
仕
団
団
員

募
集
の
お
知
ら
せ

十
日
町
市
皇
居
勤
労
奉
仕
団
妻
有

会
で
は
第
三
十
二
回
奉
仕
団
の
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
期
日

平
成
十
七
年
四
月
十
一
日

か
ら
十
五
日
ま
で
の
四
泊
五
日

（
予
定
）

■
団
費

七
三
、
〇
〇
〇
円

■
定
員

五
〇
人

■
締
め
切
り

八
月
三
十
一
日（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

川
西
町
学
校
町
　
平
野

☎
６
８
―
２
５
９
３

▼ ▼ ▼ ▲ ▲ ▲お知らせコーナー

八
月
二
十
三
日
（
月
）

八
月
二
十
七
日
（
金
）

八
月
三
十
日
（
月
）

職　　種 採用予定人数 職務内容 資　格　等

看護職員
（正規職員）

介護職員
（準職員）

若干名

14 人

看護業務
に従事あ

介護業務
に従事あ

昭和 29 年 4 月 2 日以降に生ま
れた者で、看護師又は准看護師
免許取得者又は平成 17 年 3 月
31 日までに取得見込みの者

昭和 34 年 4 月 2 日以降に生ま
れた者で高校卒業程度以上の学
力を有する者
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平成17年度採用　新潟県職員採用考査受験案内

■受付締切 ９月１日（水） ■第１次考査日 ９月２６日（日）

■考査区分及び職種等

■職務内容 県立病院等で看護業務に従事します。

■採用予定人員 各職種あわせて８０人～１１０人程度。

■その他 考査内容等詳細は直接お問い合わせください。

■申し込み・問い合わせ
〒９５０－８５７０　新潟市新光町４番地１　新潟県庁内
新潟県病院局総務課職員係　☎０２５－２８０－５５５４（直通）

《平成 16年度受験案内》
新 潟 県 職 員 採 用 中 級 ・ 初 級 試 験
新潟県市町村立小中養護学校事務職員採用試験
新潟県市町村立小中養護学校栄養職員採用試験

■受付期間 8 月 10日（火）～ 9月 1日（水） ■第１次試験日 9 月 26日（日）
■受験資格
①年齢
【中級試験・市町村立小中養護学校栄養職員採用試験】 昭和 53年 4月 2日から昭和 60年 4月 1日までに生まれた者
【初級試験・市町村立小中養護学校事務職員採用試験】 昭和 58年 4月 2日から昭和 62年 4月 1日までに生まれた者
②資格要件
【診療放射線技師】 診療放射線技師の免許取得者又は平成 17年に行われる国家試験により免許取得見込みの者
【臨床検査技師】 臨床検査技師の免許取得者又は平成 17年に行われる国家試験により免許取得見込みの者
【学校栄養職員】 栄養士の免許取得者又は平成 17年 3月 31日までに免許取得見込みの者

■試験職種・採用予定人員等

■申し込み・問い合せ 〒 950-8570 新潟県新光町 4番地 1
新潟県人事委員会事務局　総務課　任用係　☎ 025-280-5538

区　　分 試験職種 採用予定人員 職　　務　　内　　容

中　　級

初　　級

小中養護学
校事務職員

小中養護学
校栄養職員

診療放射線技師 １人程度 知事部局の本庁各課若しくは地域機関又は県立病院等で、そ
れぞれの職種に応じた業務に従事します。臨床検査技師 ５人程度
知事部局、病院局、企業局、教育委員会等の本庁各課又は地
域機関若しくは県立学校等で、行政事務に従事します。

一般事務 ２３人程度

警察本部又は警察署で、警察事務に従事します。警察事務 ４人程度
知事部局、企業局等の本庁各課又は地域機関等で、職種に応
じた業務に従事します。

土　　木 ２人程度

学校事務職員 ２５人程度
県内市町村立の小学校、中学校又は養護学校で、一般事務に
従事します。

学校栄養職員 １０人程度
県内市町村立の小学校、中学校又は養護学校で、栄養士の業
務に従事します。

区　　分 職　　種 受　　験　　資　　格

上　　級 助 産 師
昭和 50年 4月 2日以降に生まれた者で、助産師の免許取得者又は
平成 17年度に行われる助産師国家試験により免許取得見込みの者

中　　級 看 護 師
昭和 50年 4月 2日以降に生まれた者で、看護師の免許取得者又は
平成 17年度に行われる看護師国家試験により免許取得見込みの者
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「
平
和
の
碑
」
が
あ
り
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
場
合
で
、
ま
だ
刻

銘
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
追
加
刻
銘

が
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
、
市
町
村
の
戦
没
者
遺

族
援
護
担
当
窓
口
か
、
新
潟
県
福
祉

保
健
課
援
護
恩
給
室
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
住
民
福
祉
課
福
祉
係

☎
６
８
―
４
９
５
６

●
新
潟
県
福
祉
保
健
課
援
護
恩
給
室

☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
１
８
０

コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス

病
の
発
生
と
ま
ん
延
防
止

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

全
国
的
に
コ
イ
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル

ス
病
が
発
生
し
、
近
隣
で
は
長
野
県

千
曲
川
水
系
の
一
部
区
域
や
広
神
村

で
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
病
気
は
人
体
に
影
響
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
観
賞
用
の
も
の
も
含
め
て
鯉

に
と
っ
て
は
感
染
力
が
強
く
死
亡
率

が
高
い
た
め
、
地
域
全
体
の
問
題
に

も
な
り
か
ね
な
い
病
気
で
す
。
コ
イ

ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
病
が
町
内
で
発

生
・
ま
ん
延
を
し
な
い
よ
う
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
川
や
湖
沼
、
池
な
ど
で
釣
っ
た
鯉

を
、
ほ
か
の
川
や
湖
沼
、
池
な
ど

に
移
動
さ
せ
な
い
。

②
現
在
飼
っ
て
い
る
鯉
、
ま
た
は
死

ん
だ
鯉
な
ど
を
川
や
湖
沼
、
池
な

ど
に
放
し
た
り
捨
て
た
り
し
な
い
。

③
信
濃
川
水
系
及
び
農
業
用
水
路
か

ら
の
鯉
用
飼
育
水
の
取
水
等
の
自

粛
を
す
る
。

ま
た
、
鯉
の
大
量
へ
い
死
な
ど
異

常
を
見
つ
け
た
方
は
左
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

■
連
絡
先

農
林
振
興
課
振
興
係

☎
６
８
―
４
９
５
４

《
七
月
十
二
日
か
ら
の
梅
雨
前
線
豪

雨
に
よ
り
住
宅
に
被
害
を
受
け
た
方

へ
災
害
復
興
住
宅
融
資
の
ご
案
内
》

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
次
の
と
お

り
、
新
潟
県
内
で
住
宅
に
被
害
を
受

け
ら
れ
た
方
に
対
す
る
災
害
復
興
住

宅
資
金
の
融
資
及
び
ご
返
済
に
関
す

る
ご
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

■
融
資
の
対
象

◎
住
宅
を
新
築
す
る
方
又
は
購
入
す

る
す
る
方
。（
住
宅
に
五
割
以
上

の
被
害
を
受
け
た
場
合
）

◎
住
宅
を
補
修
す
る
方
。（
住
宅
に

一
〇
万
円
以
上
の
被
害
を
受
け
た

場
合
）

※
市
町
村
等
が
発
行
す
る
「
り
災
証

明
書
」
が
必
要
で
す
。

■
融
資
金
利
（
固
定
金
利
）

年
二
、
一
パ
ー
セ
ン
ト
（
平
成
十

六
年
七
月
十
六
日
現
在
）

■
申
込
受
付
期
間

平
成
十
六
年
七
月
十
六
日
（
金
）

か
ら
二
年
間

■
問
い
合
わ
せ

住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支
店

〒
三
七
一
―
八
五
八
八

群
馬
県
前
橋
市
千
代
田
町
一
―
八

―
八

☎
０
２
７
―
２
３
２
―
６
６
５
６

〈
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

http://w
w
w
.jyukou.go.jp/

《
公
庫
融
資
を
ご
返
済
中
の
方
へ
返

済
相
談
の
ご
案
内
》

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
融
資
の
ご

返
済
で
お
困
り
に
な
っ
た
場
合
で

も
、
安
心
し
て
今
後
の
ご
返
済
を
継

続
で
き
る
よ
う
に
、
返
済
相
談
を
承

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
客
様
と
の
ご
相
談
に
よ

り
、
返
済
期
間
の
延
長
な
ど
お
客
様

の
状
況
に
応
じ
た
返
済
方
法
の
変
更

に
も
柔
軟
に
対
応
し
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支
店
広

報
・
相
談
係

☎
０
２
７
―
２
３
２
―
１
１
１
１

〈
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〉

http://w
w
w
.jyukou.go.jp/

都
市
計
画
道
路
事
業
の
認

可
に
伴
う
関
係
図
書
の
縦

覧
に
つ
い
て

川
西
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・

四
・
一
号
中
央
通
り
線
他
一
線
の
事

業
認
可
に
伴
う
関
係
図
書
の
縦
覧
を

都
市
計
画
法
第
六
十
二
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
行
い
ま
す
。

■
都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

川
西
都
市
計
画
道
路
事
業
三
・

四
・
一
号
中
央
通
り
線
（
主
要
地

方
道
小
千
谷
十
日
町
津
南
線
）
他

一
路
線

■
縦
覧
場
所

川
西
町
役
場
　
建
設
課

■
そ
の
他

事
業
認
可
に
伴
い
、
事
業
区
域
に

お
い
て
都
市
計
画
法
上
の
規
制
等

（
建
築
制
限
）
が
発
生
し
ま
す
。

詳
し
く
は
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

川
西
町
建
設
課
都
市
計
画
係

☎
６
８
―
４
９
５
３

沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た

方
の
ご
遺
族
へ
お
知
ら
せ

沖
縄
県
糸
満
市
の
平
和
祈
念
公
園

内
に
、
沖
縄
戦
で
亡
く
な
ら
れ
た
全

て
の
方
々
の
氏
名
を
刻
ん
だ
記
念
碑

第 2回

芦の芽会会員作品展 開催中

■期　間　8 月 24日（火）まで
■会　場　千手郵便局ギャラリー
■お問い合わせ

☎ 68 -2089 丸山まで

昭
和
十
九
年
三
月
二
十
二
日
か

ら
昭
和
二
十
一
年
九
月
七
日
ま
で

の
間
、
沖
縄
県
区
域
及
び
南
西
諸

島
周
辺
に
お
い
て
、
沖
縄
戦
が
原

因
で
亡
く
な
ら
れ
た
方

住
宅
金
融
公
庫
か
ら
の
お
知
ら
せ
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36

仙
田
楽
楽
市
場
の
巻

「
い
や
〜
、
暑
っ
つ
く
て
ご
っ
つ

ぉ
だ
て
」。

仙
田
体
験
交
流
館
前
で
通
年
開
店

し
て
い
る
「
仙
田
楽
楽
市
場
」
の
店

長
小
川
二
三
さ
ん
（
62
・
赤
谷
／
写

真
中
央
）
は
、
猛
暑
を
素
直
に
喜
び

ま
す
。
野
菜
の
出
来
も
お
客
さ
ん
の

出
足
も
、
冷
夏
だ
っ
た
去
年
よ
り
も

伸
び
る
か
ら
で
す
。

仙
田
楽
楽
市
場
は
、
仙
田
体
験
交

流
館
が
オ
ー
プ
ン
し
た
平
成
十
三
年

七
月
か
ら
、
地
域
で
と
れ
た
農
産
物

や
山
菜
、
木
工
品
な
ど
を
販
売

す
る
自
主
運
営
の
市
場
と
し
て

営
業
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
当
初
か
ら
市
場
を

切
り
盛
り
し
て
き
た
小
川
さ
ん

は
、「
三
年
た
っ
て
（
生
産
者

が
）
上
手
に
出
荷
す
る
よ
う
に

な
っ
た
」
と
い
い
、
新
鮮
な
野

菜
な
ど
が
時
期
を
ず
ら
し
な
が

ら
店
頭
に
並
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
、
お
客
さ
ん
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
ら
れ
る
体
制
が
整
っ
た

こ
と
を
実
感
し
て
い
る
よ
う
で

す
。地

元
の
ほ
か
関
東
方
面
か
ら

の
行
楽
客
、
長
岡
市
や
柏
崎
市
か
ら

の
固
定
客
も
増
え
、
最
近
で
は
「
新

鮮
」「
低
価
格
」
の
評
判
が
口
コ
ミ

で
広
が
っ
て
、「
商
売
（
飲
食
店
）

し
て
る
人
が
買
い
に
来
る
」
こ
と
が

多
い
と
の
こ
と
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
魅
力
は
家

庭
的
な
雰
囲
気
。
や
は
り
オ
ー
プ
ン

当
初
か
ら
市
場
を
支
え
る
長
谷
川
良

子
さ
ん
（
52
・
赤
谷
／
写
真
右
）
と
、

今
年
か
ら
加
わ
っ
た
金
子
あ
つ
子
さ

ん
（
53
・
岩
瀬
／
写
真
左
）
は
、

「
普
通
の
家
庭
み
た
い
に
に
世
間
話

を
す
る
の
が
楽
し
い
」「
お
客
さ
ん

も
私
た
ち
も
」
と
笑
い
ま
す
。

「
販
売
許
可
を
取
っ
た
の
で
秋
か

ら
米
も
売
り
ま
す
」
と
小
川
さ
ん
。

楽
楽
市
場
の
挑
戦
は
続
き
ま
す
。

七
月
十
一
日
に
行
わ
れ
た
参
議
院
議
員
通

常
選
挙
の
結
果
を
報
告
し
ま
す
。

今
回
の
参
院
選
で
は
、
年
金
改
革
が
最
大

の
争
点
と
な
り
ま
し
た
が
、
政
府
・
与
党
が

進
め
る
年
金
改
革
な
ど
に
、
有
権
者
が
厳
し

い
判
断
を
く
だ
し
た
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

全
国
の
投
票
率
は
、
選
挙
区
で
は
前
回

（
平
成
十
三
年
実
施
）
並
み
の
五
六
％
程
度
、

新
潟
県
で
は
六
三
％
程
度
で
前
回
を
一
、
五

ポ
イ
ン
ト
あ
ま
り
上
回
り
ま
し
た
。し
か
し
、

川
西
町
で
行
う
選
挙
と
し
て
は
今
回
が
初
め

て
と
な
る
期
日
前
投
票
（
従
来
の
不
在
者
投

票
に
代
わ
る
制
度
で
、昨
年
十
二
月
に
導
入
。

投
票
用
紙
を
二
重
封
筒
に
入
れ
署
名
す
る
と

い
う
形
か
ら
、
投
票
箱
に
直
接
投
函
す
る
方

式
）
と
い
う
制
度
上
の
改
正
は
あ
っ
た
も
の

の
、
投
票
率
は
二
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
下
回
り
ま

し
た
。

川
西
町
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（無 効 投 票）

計

つ か だ 一 郎

こ ん ど う 正 道

くわはら加代子

田 中 な お き

氏　　　名

1,643票

1,389票

419票

1,414票

106票

4,971票

得　票　数

総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
た
開
票
作
業

●開票結果（届け出順／敬称略）
○新潟県選出議員選挙

み ど り の 会 議

自 由 民 主 党

女 性 党

社 会 民 主 党

維新政党・新風

公 明 党

民 主 党

日 本 共 産 党

2,206.333票

62.000票

311.000票

3.000票

（無 効 投 票 等）

計

466.000票

1,435.998票

185.000票

259.003票

4,973.000票

44.666票

政　党　名 得　票　数

○比例代表選出議員選挙（個人得票を含む）

投 票 率

投 票 者 数

最終有権者数

区　　　分

●投票結果

76.84％

4,971人

6,469人

76.77％

4,973人

6,478人

新潟県選出 比例代表選出 参議院議員通常
選挙結果

―7.11 川西町開票区―
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「
年
を
と
っ
て
も
痴
呆
に
は
な

り
た
く
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
人

は
多
い
と
思
い
ま
す
。痴
呆
症
は
、

六
五
歳
以
上
の
十
人
に
一
人
と
い

わ
れ
、
高
齢
に
な
る
ほ
ど
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。

痴
呆
と
は
、
ふ
つ
う
に
生
活
で

き
て
い
た
の
が
、
何
ら
か
脳
の
障

害
に
よ
っ
て
生
活
に
支
障
が
で
る

ほ
ど
知
的
な
機
能
が
低
下
し
た
状

態
で
す
。

問
診
・
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
等

に
よ
り
診
断
さ
れ
、
主
に
脳
血
管

性
痴
呆
と
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
痴

呆
が
あ
り
、
病
気
の
経
過
に
多
少

の
違
い
が
あ
り
ま
す
。

加
齢
に
伴
う
物
忘
れ
の
場
合

は
、
後
か
ら
思
い
出
し
た
り
、
判

断
力
・
理
解
力
も
し
っ
か
り
し
て

い
て
い
ま
す
が
、
痴
呆
と
い
う
病

気
で
は
、お
昼
を
食
べ
た
こ
と
や
、

人
に
会
っ
た
こ
と
な
ど
、
体
験
の

全
部
を
忘
れ
て
い
ま
す
。

物
忘
れ
な
ど
が
あ
っ
て
も
「
年

の
せ
い
だ
」
と
思
う
こ
と
が
多
い

よ
う
で
す
が
、
早
期
発
見
が
大
切

な
理
由
と
し
て
、
次
の
三
つ
が
あ

り
ま
す
。

①
治
療
す
れ
ば
治
る
痴
呆
が
あ
る

慢
性
硬
膜
下
血
腫
や
脳
腫
瘍
、

ビ
タ
ミ
ン
不
足
な
ど
の
体
の
病
気

22

が
原
因
の
と
き
は
、
回
復
が
望
め

ま
す
。

②
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
は
治
療
薬

が
登
場

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
痴
呆
の
場

合
、
治
療
薬
を
使
う
こ
と
に
よ
っ

て
一
時
的
に
症
状
を
改
善
さ
せ
た

り
、
一
年
程
度
で
す
が
痴
呆
症
状

の
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

③
本
人
と
家
族
に
余
裕
が
生
ま
れ

る
本
人
に
と
っ
て
は
、
病
気
が
進

ん
だ
時
に
ど
う
し
て
ほ
し
い
か
な

ど
、
前
も
っ
て
自
分
の
意
思
を
伝

え
ら
れ
ま
す
。
家
族
も
専
門
家
に

相
談
す
る
こ
と
に
よ
り
、
痴
呆
や

介
護
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
正
し

い
知
識
が
得
ら
れ
、
新
し
い
症
状

に
振
り
回
さ
れ
る
こ
と
が
少
な
く

な
り
ま
す
。

で
き
る
だ
け
早
期
の
段
階
か
ら

見
つ
け
て
、
何
ら
か
の
か
か
わ
り

を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
進
行
を
抑

え
る
こ
と
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

家
族
が
気
づ
い
た
痴
呆
の
初
発

症
状
は
、
図
の
と
お
り
で
す
。
こ

の
よ
う
な
変
化
が
最
近
目
立
っ
て

き
た
ら
要
注
意
で
す
。「
お
か
し

い
な
」
と
思
っ
た
ら
、
か
か
り
つ

け
医
や
専
門
医
（
各
医
療
機
関
の

精
神
科
・
神
経
内
科
な
ど
）
に
相

談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
け
ん
こ
う
支
援
課
健
康

推
進
係
、
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ

ー
に
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

痴
呆
を
早
期
発
見
し
よ
う

川
西
町
で
初
め
て
の
開
催
と
な
る

町
民
フ
ッ
ト
サ
ル
大
会
が
、
川
西
町

サ
ッ
カ
ー
協
会
の
主
催
で
七
月
十
八

日
に
ス
ポ
ー
ツ
パ
レ
ス
川
西
を
会
場

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
チ
ー
ム
は
、
一
般
男
子
ま
た

は
中
学
生
以
上
の
女
子
に
よ
る
男
女

混
成
で
、六
六
チ
ー
ム
約
五
五
人
が
、

二
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
で
予
選
、
そ
の
上

位
同
士
に
よ
り
決
勝
と
い
う
方
法
で

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

フ
ッ
ト
サ
ル
と
い
う
の
は
室
内
サ

ッ
カ
ー
の
こ
と
で
、
競
技
者
は
ゴ
ー

ル
キ
ー
パ
ー
を
含
め
五
人
で
す
。

前
半
後
半
七
分
ず
つ
で
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
の
よ
う
に
試
合
中

に
何
人
で
も
何
回
で
も
自
由
に
選
手

交
代
で
き
る
の
で
無
理
を
し
な
い
で

楽
し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
サ
ッ
カ
ー
に
は
オ
フ
サ
イ

ド
と
い
う
ペ
ナ
ル
テ
ィ
が
あ
り
ま
す

が
フ
ッ
ト
サ
ル
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

〈
決
勝
戦
〉

上
野
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク

ス
２
‐
１
（
同
点
延
長
）
川
西
工
業

〈
三
位
決
定
戦
〉

川
西
町
商
工
会

青
年
部
３
‐
２
十
七
夜
祭
り
の
翌
日
　

〈
五
位
決
定
戦
〉

橘
ト
ウ
サ
ン
ズ

０
‐
０
（
Ｐ
Ｋ
２
‐
０
）
橘
ア
マ
ゾ

ネ
ス
（
＝
女
性
だ
け
の
チ
ー
ム
）

そ
れ
か
ら
、
大
会
の
一
週
間
後
に

参
加
チ
ー
ム
の
代
表
者
か
ら
集
ま
っ

て
い
た
だ
い
て
反
省
会
・
懇
親
会
を

行
い
ま
し
た
。
初
め
て
の
大
会
で
し

た
の
で
、
皆
さ
ん
か
ら
感
想
や
意
見

を
聞
く
こ
と
が
で
き
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
次
回
も
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら

ご
参
加
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

●
お
問
合
せ
先
　
川
西
町
教
育
委
員

会
内
　
川
西
町
体
育
協
会
事
務
局

☎
６
８
―
２
１
６
７

⑲

川
西
町

体
育
協
会

同じことを言ったり聞いたりする

物の名前が出てこなくなった

置き忘れやしまい忘れが目立った

以前はあった関心や興味が失われた

日課をしなくなった

だらしなくなった

時間や場所の感覚が不確かになった

財布を盗まれたと言う

計算の間違いが多くなった

ささいなことで怒りっぽくなった

蛇口やガス栓の締め忘れが目立った

慣れているところで道に迷った

複雑なＴＶドラマが理解できない

以前よりもひどく疑い深くなった

処方薬の管理ができなくなった

夜中に急に起き出して騒いだ

いつも降りる駅なのに乗り過ごした

その他

《家族が気づいた痴呆の初発症状》
0 5 10 15 20 25 30 35 40 45

％
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休日救急医
８月15日 山 口 医 院

（十日町市下条中央）
☎ 55 － 2003

22日 大 坪 医 院
（十日町市四日町新田）
☎ 57 － 6100

29日 庭 野 医 院
（十日町市寿町４）
☎ 52 － 2711

９月 ５日 田 中 外 科 医 院
（十日町市田中町本通）
☎ 52 － 2403

12日 本町クリニック
（十日町市本町３丁目）
☎ 50 － 1160

〃 上 村 病 院
（中里村田沢）
☎ 63 － 2111

■表紙の写真
合併調印の署名（下左）を終え、

川上県副知事を中心に手を握り合
う５市町村長（上）と、万歳三唱
をする５市町村議会議長（下右）。
ここからが真の意味での合併の

始まりです。

「2003 町勢要覧」に記載され
ている内容を中心にクイズを出し
ています。

＜信濃川の水を利用して、昭和
14 年に完成した鉄道省（当時）
の施設は？＞
ヒント：全戸配布した町勢要覧

をよく読んでください。
おわかりの方は、はがきに「解

答」「住所」「氏名」「電話番号」
を明記のうえ、〒 948-0192 川
西町役場総務課文書広報係までご
応募ください。
正解の方に(多数の場合抽選で)

ステキなプレゼントをいたします。
●締め切り… 8 月 23 日（月）

＜７月号の答え＞
「千手町」

今回は、正解者の中から抽選で、
次の方々に記念品をプレゼントし
ます。（敬称略）
田中清一（木落）、桑原要雄

（新潟市）、高野英雄（横浜市）、
斉木清文（神奈川県相模原市）

？？？クイズです？？？
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山
百
合
の
花
ひ
と
も
と
の
匂
ひ
か
な

元
町
　
田
畑
　
吉
治

冷
奴
老
の
自
慢
の
料
理
か
な

永
平
寺
大
読
経
の
蝉
し
ぐ
れ

墓
の
兵
み
な
若
か
り
き
敗
戦
日

練
馬
区
　
須
藤
　
遊
人

奥
入
瀬
も
樹
海
ラ
イ
ン
も
合
歓
の
花

厨
暗
く
清
水
湧
き
ゐ
し
母
の
里

盆
支
度
嫁
逞
し
く
な
り
に
け
り

上
町
　
高
橋
　
願
似

白
露
の
蜘
蛛
の
囲
光
る
青
田
か
な

や
せ
砥
石
大
事
に
使
ふ
谿
若
葉

月
落
ち
て
よ
り
短
夜
の
深
眠
り

新
町
新
田
　
若
山
　
向
山

破
れ
い
し
網
戸
眺
む
る
大
暑
か
な

昼
顔
に
巻
き
つ
か
れ
た
る
一
樹
か
な

蝙
蝠
が
飛
ん
で
い
る
よ
と
孫
を
呼
ぶ

野
口
　
村
越
　
由
喜

夏
帽
の
風
を
押
さ
え
て
美
し
き

梅
雨
の
冨
士
束
の
間
見
え
て
満
足
す

浅
草
の
仁
王
の
迎
う
酷
暑
か
な

霜
条
　
星
名
　
星
光

遠
雷
に
心
急
か
さ
れ
薯
を
掘
る

豊
作
の
梅
干
す
笊
の
三
つ
四
つ

小
白
倉
　
江
口
み
ゆ
き

高
崎
正
風
選

学
生
等
顔
黒
々
と
夏
休
み

野
菜
み
な
暑
さ
に
負
け
ぬ
育
ち
か
な

朝
風
の
涼
し
い
う
ち
に
野
菜
取
る

八
王
子
市
　
松
浦
　
サ
ク

夏
の
月
鮮
や
か
に
し
て
湖
上
か
な

朝
顔
の
と
な
り
に
伸
び
て
花
一
つ

涼
を
呼
ぶ
筧
の
小
さ
き
水
の
音

花
空
木
多
く
明
る
し
道
険
し野

口
　
高
橋
　
波
京

新
し
き
畳
の
上
の
大
昼
寝

砂
浜
に
波
穏
や
か
な
海
の
家大

倉
　
中
條
　
石
平

木
洩
日
の
夕
日
と
な
り
し
涼
し
さ
よ

涼
風
が
揺
れ
る
紫
鉄
線
花田

中
町
　
石
沢
　
澄
代

法
鼓
鳴
る
伊
勢
の
内
宮
緑
り
満
つ

分
校
に
夕
陽
斜
め
や
青
鬼
灯

足
立
区
　
涌
井
ハ
ル
子

ど
の
庭
も
紫
陽
花
あ
り
て
歩
を
止
め
る

水
を
打
つ
手
元
に
小
さ
き
虹
立
て
る

霜
条
　
蔵
品
ハ
ツ
エ

蝉
は
木
に
と
ん
ぼ
は
飛
べ
る
夏
げ
し
き

日
ぐ
ら
し
の
な
い
て
一
と
日
の
暮
れ
に
け
り

野
口
　
村
越
　
こ
う

帰
省
子
の
部
屋
に
風
鈴
吊
し
置
く

雨
口
説
き
暑
さ
を
口
説
く
日
の
つ
づ
く

小
白
倉
　
田
中
　
優
美

大
水
の
爪
跡
残
し
梅
雨
上
る

予
期
せ
ざ
る
集
中
出
水
と
ま
ど
え
る

岩
瀬
　
登
坂
伊
智
子

◆
訂
正
し
ま
す
◆

先
月
号
善
意
欄
、
根
津
石
三
さ
ん
の
住
所

（
上
野
）
が
（
伊
友
）
と
誤
記
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

昇
天
―
ご
め
い
福
を
祈
る

高
　
野
　
キ
　
ヨ
　
92
（
初
　
江
）
中
仙
田

茂
　
野
　
倉
之
助
　
88
（
本
　
人
）
上
　
野

星
　
野
　
キ
　
ヨ
　
75
（
勇
　
吉
）
野
　
口

上
　
村
　
ソ
　
ノ
　
79
（
健
　
三
）
上
　
野

今
　
井
　
研
　
一
　
53
（
本
　
人
）
仁
　
田

高
　
橋
　
ミ
　
サ
　
69
（
一
　
能
）
坪
　
山

う
ぶ
声
―
お
す
こ
や
か
に

田
　
中
　
悠ゆ
う

都と

力
　
　
南
　
台

美
由
紀

小
　
杉
　
真ま

央お

文
　
和
　
み
の
り
団
地

宏
　
美

野
　
崎
　
真ま

生お

三
　
好
　
橘
教
員
住
宅

仁
　
美

渡
　
辺
　
大た

い

成せ
い

智
　
暁
　
東
善
寺

亜
希
子

佐
　
藤
　
千ち

佳か

友
　
秋
　
沖
　
立

栄
　
子

富
　
井
　
沙さ

和わ

隆
　
暢
　
上
　
野

文
　
子

高
砂
―
ご
円
満
に

丸
　
山
　
一
　
樹
　
　
新
町
新
田

幅
　
下
　
ち
づ
る
　
　
小
千
谷
市

和
久
井
　
直
　
也
　
　
木
　
落

鈴
　
木
　
沙
　
織
　
　
東
京
都

（
７
月
１
日
〜
31
日
届
け
出
順
）

（（



渋
海
川
沿
い
の
地
層
の
露
頭
だ
。

決
し
て
ペ
ン
キ
を
塗
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
現
実
の
姿
を
撮
影
し
た
だ

け
だ
。

仙
田
地
区
の
地
形
は
、
地
層
が
横

か
ら
の
圧
力
に
よ
っ
て
し
わ
の
よ
う

に
湾
曲
す
る
褶
曲

し
ゅ
う
き
ょ
くに

よ
っ
て
形
成
さ

れ
て
い
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
や
ア
ル

プ
ス
山
脈
と
同
じ
構
造
だ
。

だ
か
ら
、
古
い
地
層
が
地
上
に
表

れ
、
渋
海
川
に
よ
っ
て
削
ら
れ
た
崖

に
露
出
し
て
い
る
。
チ
ン
タ
フ
と
い

う
世
界
に
数
例
し
か
発
見
さ
れ
て
い

な
い
層
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
地
層
は
先
月
の
豪
雨
で
増
水

し
た
際
に
表
面
が
洗
わ
れ
て
、
こ
の

よ
う
に
あ
ざ
や
か
に
発
色
し
た
よ
う

だ
。自

然
の
世
界
は
奥
深
い
。

○わ
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橘
小
学
校

（
９
月
号
は
仙
田
小
学
校
で
す
）

「なかよしの魚さん」
１年生　滋 野 　 凌

「
明
る
い
炎
」４

年
生
　
田
口
邦
衛

「
未
来
の
ぼ
く
」

６
年
生
　
和
久
井
冬
樹

「ホタルを見に行ったよ」
２年生　藤 田 健 也

「おしゃれな へび」
３年生　江 口 美 奈

「カラフルマンボウ」
５年生　丸 山 秀 也

▲

▲


